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,現
扭
の
ド
ィ
ッ
が
國
際
政
局
0
上
に
お
い
て
、
最
も
法
意
を
要
す
る
國
家
の：一,;

つ
で
あ
る
こ
と
は
、
何
人
も
否
定
し
な
い
と
こ
る
で 

あ
ら
ぅ
。

1
.九
三
三
.年

1
月
末
に
お
け
る
ヒ
ッ
ト
ー
フ
；ア
の
政
權
把
握
以
來
、
そ
.の
，內
治
外
政
と
も
に
、
世
界
の
人
々
??
'

ろ
で
あ
る
,o
;
:ナ
チ
X
政
權
の
把
握
に
X'
:
つ
で
、，

國
內
的
に
は
、
.自
由
主
義
的
•民
主
主
義
的
•社
會
主
義
的
諸
勢
力
と
の
.掃
落
的
鬪
爭
に 

從
事
し
、
；'對
外
的
に
は
、
；專
ら
ヴ
>
 
ル
：サ
ィ
ユ
條
約
の
.改
訂
ま
た
ば
.破
棄
に
努
力
し
た
の
^
あ
.る
。
平
和
條
約
に
よ
る
戰
爭
賠
償
金
問 

.題
に
關
し
て
は
ク
故
シ
：ュ：：ト
：レ

1:
:ゼ
：，マ
ン
外
相
以
來
祈
衝
が
續
け
ら
れ
、
'
:ド
兗
ス
案
，
ヤ
ン
グ
案
が
採
用
さ
れ
た
が
ク
.1

ぃ
九
H
ニ
年
六 

月
の
.パ
，1

•へ
ン
內
閣
時
代
の
ぺ
ロ
1
ザ
シ
ヌ
會
議
は
賠
償
問
題
を
實
質
的
に
解
消
ヤ
る
に
至
0,
た
0
:
,而
し
て
、:;
_
る
問
題
は
、
ぃ
ヴH

ル
サ

• 

J+.

十

ユ

條

約

：に

よ

つ

て

、
，
聯

僉

諸

國

0
た
め
に
.奪
.は
れ
>
國
際
聯
盟
に
あ
0
て
、
諸
國
に
委
任
統
治
地
と
せ
ら
れ
た
舊
ド
ィ
ッ
植
民
地
« 

ナ
チ
ス
■の
擄
頭
及
び
そ
の
經
濟
政
策
の
社
會
經
濟
的
甚
磷 
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限

間

題

言

o
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H

I

地
方
齧
問
題
は
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九1 馨
1
'
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|

民
投
票
I

で
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市
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歸
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人
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投
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し
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ナ
I

權

.
i

.、

國

家

の

實

カ

保

持
-
.即
|

備
の
充
實
i

l

認
i

ゐ
る
i

セ
、

ユ
ル 

サ
イ
I

約
第
五
篇
：.の
.ド
イ
ツ
軍
備
制
限
に
關
す
I

項
.の
I

I

提

と

ず

吳

I

ブ
は
、
ナ
チ
ス
I
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種

霞
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1

て
|

|

、
|

の
認
め
る
.

1
で
あ
り
、
，
ナ
チ
.
1

2

備
費
を
倍
加
す
る
こ
" 

に
ょ
つ
て
、
そ
の
歩
を
進
め
來
つ
た
の
で
あ
る
。
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19.34)

•

か
、く 

f

、
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
獨
裁
の
確
立
以
来
、
ド
イ
I

備
の
傾
向
は
、

I

I
し
i

f

の
で
、，
歐
I

國

表
 

て

も

i

f

 

I
を
座
視
す
る
に
忍
び
ず
、
英

•
佛
兩
國
は
、
ヴh

ル
サ
イ
I

に
ょ
る
ド
イ
ツ
軍
f

限
i

の
實
狀 

に
即
せ
し
め
る
目
的
を
も
っ
て
、
會
談
を
開
催
す
る
に
決
定
し
た
I

•
怫

圏

の

靡

者

は

、
三
月
一
日
か
ら
三
日
に
管
、
ロ
ン 

ト
ン
に
會
談
し
次
め
如
き
所
謂
ド
ン
ド
ン
協
®
な
る
も
の
に
到
達
し
た
。

1
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ス
ト
リ
ア
獨
立
保
全
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す
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逢
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加
す
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す
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條
紈
第
艽
篇
軍
事
條
現
比
翁
に
酿
緒
さ
る
べ
1
軍
馓
龇
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_
約
に
ょ
つ
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侬
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：れ
み
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と
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時
に
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ド
4
ツ
は
國
際
聯
盟
に
復
歸
ず
る
が
の
と
す
る
0:
:

シ
，
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へ

：

五
：英
秦
*

獨
.

併
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备
の
五
國
間
に
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空
中
相

5:

徵
助
條
約
を
結
ぶ
ゲ

(

抓
姐
國
な
何
れ
.

が：の一
が
他
め

「

一.國
を
空
襲
し
た
る
と
：きは
、
 

他
の
三
ケ
，國
の

^

霉
は
1、致

し
て
桃
戰
國
を
攻
擊
ず

.

る
こ

^ -)

ン：
-

-

'パ
 

パ
こ
の
英
•

怫
ロ
：ン
K

.

ン：條
約
に
對
し
て
、
關
係
國
は
何
作
も

(

賛
同
M

度
で
.

ぁ
つ
た
o
 

K

ふ
ツ
も
か
く
の
如
き
協
定
.が望
ま
し
い 

も
0

で
ぁ
冬
と
い
ふ
囘
答
を
發
し
た
の
で
ぁ
つ
て
、
ヴ：

H
;

ル.
サ
イ
チ
條
約
第
五

'

篇
軍
事
條
項
の
'

敗
訂
は
、
合
法
的
に
可
能
で
ぁ
る
か
の 

如
く
思
は
れ
た
。ゝ
しかをに

'

'

三
対
七

2
1莢

首
相
ず
ル

」

ク
ド
ナ
.

ルF
i

r

各
國
の
軍
備
？#
ぬ
ド
イ
ツ
の
报
眾
備
エ
作
が
國
際
平
和
の 

障
害
：で：ぁか
？英
國
の
軍
備
擴
張
を
も
必
要
ぬ
す
ふ
：に
至
つ
た
乙
と
を
述
べ
た

0
11

ら
に
三
月

± '

ー日、
フ
ラ
シ
ス
內
閣
は
、
そ
の
閣 

議
の
結
果
>

:

太
戰
當
時
.

の：出坐
數
減
少
に
起
因
ず
石
沘

T :

數
減
少
を
理
由
と
し
て
さ
從
來
吃
一
：。夂
年
在
營
苹
腿
を
ニ
ヶ
帑
に

：

延
長
す
る 

に
決
し
ナ
同
國
下
院
筠
月
十
六
日
こ
れ
を
可
決
し
た

0: .
.
: 

'

こ
.れ
に
對
U
亡
.
>
.ド
イ

ツ

は

：、
.；念
速
且
つ
公
然
に
軍
備
擴
脹Q.

手
段
に
：
出
づ.る
に
，至

つ

た

。

即

ち
1
1
:
ー
甩
十
六
日
：午

後

、

.宣
傅

相

ゲ

，
ッ 

ベ
ル
ス
は
ド
イ
ツ
國
總
統
並
首
相
ア
ド
ル
フ
タ
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
の
名
に
お
，い
で
？
ヴ
ェ
へ
.ル
^
イ
4
條
約
軍
蕻
條
項
の
—*
方
的
廢
棄
及
び
ド 

イ
ツ
.稀
軍
備
を
'宣
言
す
る
に
至
'つ
.た
々
，
：
：
.：
.
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、-7'

'
'へ，.：

ン 

「

世
界
太
戰
の
結
果
、
^
イ
ツ
政
府
は
完
金
な
#
裝
解
除
を
受
け
だ
O

Uが
も
ド
イ
，ツ
政
府
は
、
，忠
實
に
こ
.の
議
を
履
行
し
.た
。
火 

戰
直
後
敗
府
は
、
幾
多
の
，艦
艇
軍
器
を
相
つ
い
で
破
壌
U
た
。ヾ

し
か
，る
に

' 
戰
勝
諸
國
政
府
は
職：

か
.も
。ゥ
1
H 

:

ル
サ
，イ
ユ
餘
約
の
規
定 

ナ
チ
ス
浼
擡
頭
及
.び
そ
の
.經
濟
政
策
の
社
#
經
濟
的
.趣
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經
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三
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霍

、
' 軍
備
i

g

奔
じ
，
.ド
イ
ツ
政
府
ば
1

0
軍
馓
諸
國
I

只
：中

に

攀

無

防

備
I

態
に
陷
つ
た
。
ド
イ
ツ
政

事
雅
J
取
力s
膦
穿
嘉
條
約
を
締
結
し
た
の
で
ぁ
る
が
、
英
佛
兩
國
を
は
じ
め
翁
政
府
は
各

自

國

の

役
割
を
果
さ
ず
、
歐
洲
の 

.

.諸
困
難
打
開
I

f

 

I
ツ
政
府
の
提
案
を
支
持
せ
艽
そ
I

f

イ
ダ
政
府
は
國
際
聯
嬰
I

す

る
の
止
む
な
|

至
コ

 

.た
。：
そ
め
他
各
國
政
府
が
全
然
ド
ネ
ツ
政
府
：I

案
を
容
れ
笫
づ
た
事
實
I

じ
で
も
、
ド
イ
ツ
政
府
は
他
.の
締
約
國
政
府
が
、

-
.ヴ

^
ル
f

 

&
約q

諸

馨

赢

行

す

る

：意
圖
なI

.
Q

と
の
霧
に
達
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
す
で
K
締
結
各
國
政
府
が
履 

I

畫

■の
な
I

上
i

s

サ
イ
i

約

は

事

實

蒸

早

存

寒

ず

、
：

.
:狀
態
を
終
息
せ
：笤

轰

I

必

要

擧

段

I

ず
る
の
止
む
な
$

至
つ

た
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'
.こ
れ
が
'
タ

ツ

S

講

爆

響

i

主
要
S

分

で

蒙

。
而
し
.'て、
.
.こ
办
爆
彈
宣
|

主

張

に

過

ぎ

.ぬ

も

の

で

私

る

が

、
.：
ョ

丨

ロ

.ッ
パ

の

政

局

は' 

:

f

#

■

願

心

ど

し

：て.揉

動

搖

す

る.に
至
.つ
た
。
、
最

近

の
.ス
ブ
レ
1 

ザ
會
議
並
篇
際
聯
盟

i

.
會
へ
の
フ
ラ
ン
ズ
智
イ
ツ
倏
約
遨
反
，の
■

£

:
き
は
、'
.要
ず
る
に
、
こ
め
^
^

對
し
方
如
何
だ
る
方
策
を
ョ
I

n

i列
S

し
て
_

べ
難
と
い
ふ
點
に
そ
の
主
眼
が
存
し
て
ゐ
る
。

こ
れ

參

ド

イ

ジ

•：ヒ
ッ
ト
'ラ
ア
獨
裁
政
權
'の
政
策
i

ヨ
I 
口
ッ
.，翁
國

の

；外
交
的
動
き
は
、
'章
な
る
政
治
家
•
外
交
家
の
意
欲 

I

る
が
o

:

_は
さ
i

ベ
な
一
い
4

1

1
政
治
家
：•
外
交
家
，の
意
欲
は
.
ぁ
る
一
小
部
分
に
つ
い
て
、

一
國
の
政
策
を
奢 

す
、る
0
し
か
I

質
的
部
分
|

扒
：で

酸

.

I
本
S

な

る

為

f

.つ：：

て

”

政

寒

I1
||I%
|

III：
|,
1
!I

故
に
*
. 

|
國
の
锻
治
ま
た
は
國
際
外
交
に
つ
い
て
の
以
上
の
如
杳
愈
述
は
、
單
な
る
現
象
の
表
面
を
觀
察
し
て
ゐ
る
も
の
に
過
ぎ
ぬ
.0

‘ 

そ
れ
は
現
象
の
木
質
的
說
明
で
は
な
い
。

ド
イ
ツ
は
、
ヴ

H

ル
サ
イ
ユ
條
約
の
廢
棄
そ
主
張
し
て
^

るo

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
，
.フ
..ァ
ッ
シ
ズ
ム
苹
來
の
主
張
で
あ
るo

そ
の
主
張 

の
根
底
は
何
處
に
あ
る
か
,0
.而
し
て
そ
の
主
張
容
チ
チ
ス
が
何
故
に
政
權
祀
握
に
至
り
、
何
故
ゼ
、
現
在
の
如
き
政
策
を
實
行
し
つ
i
 

あ
^

か
の
根
本
的
說
明
は
、
單
な
る
現
象
の
衷
俩
的
記
述
を
も
.つ
て
、：
足
れ
り
と
し
な
い
0
,そ
こ
に
は
何
等
か
の
根
本
的
硏
究
が
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。L

か
る
に
、
.
ド
イ
ツ
に
關
L

て
、
刊
行
せ
ら
る
、
内
外
の
文
献
に
は
”

勿
論
.こ
の
點
に
關
す
る
邀
本
的
說
明
が
な
：さ
る 

.

i
.^
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
'
旅I

灯
記
的
•
脚
#

記
的
記
述
に
過
ぎ
ぬ
:0
而
し
て
、
ド
イ
ツ
內
部
に
お
い
て
刊
行
せ
ら
る
X
文
献
は
、
ナ 

チ•：

ス
政
權
下
の
.嚴
虛
な
檢
閱
制
度
.

異̂
端
的
態
' «
の
嚴
II
J
.
Uに
ょ
つ
て
、.
そ
の
全
部
が
ナ
チ
ス
獨
栽
禮
譜
的
の
も
の
で
あ
る
。
冗
ょ
り 

ナ
チ
ス
.に
禮
譜
す
べ
：き
も
：の
が
あ
る
：な

.ら

ば
:,
>

こ

れ

を

p

讃
す
るAJ -U.

は
、
何
等
妨
げ
な
い
こ
と
'で
あ
る
o
.し
か
し
な
が
ら
嚴
转
な
せ 

會
科
學
的
批
判
は
、；
單
に
禮
I

あ
つ
て
は
な
，ち
_ぬ
0
.
現
象
の
基
礎
.

I
す
る
批
判
的
硏
豫
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。\ 

:

筆
考
の
知
る
限'り
：に
：お.い
、て
は
、
か

く

の

如

き

文

献

は

ゾ

莊

だ

稀

黑

る

。

し

.か
る
に
、.い

ま

筆

雰

讀

む

こ

と
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得
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1
9
3
.
5
)

は
^
■
そ
の
稀
れ
な
る
文
献
め
：

一 ,

に
屬
す
る
や
ぅ
に
考
へ
ら
れ
る

o」

シ
ユ
テ
ル
ン
べ
ル

^
•は
、
：.鍵

'帝

璧

義

の

硏

究

家

と

.し
て 

名
あ
る
.人
で
:4
>
つ
て
、
こ
れ
に
關
し
て
、
次
の
如
き
著
述
が
あ
る

.0
:
;
ン 

D
e
r

 I
m
p
e
r
i
a
l
s

日US, 

B
e
r
l
i
n

 

1
9
2
6

 

.

チ
.チ
ス
の
擡
頭
及
び
そ
の
經
搞
政
货
の
社
會
.■肩f

基
礎
. 

• 

三

へ

三

(

六
.四
：三)



ナ
チ
ス
のf

顧
及
移
そ
の
匍
雜
政
策
の
if
：
倉
經
濟§

基
礎 

S

 

(

六
四
四)

Imperialismus Ux4,,seine Kritiker 

Berlin 

1
9
2

<?
w
r
t
&
p

第」

の
：著
述
は
六
0'
0
頁
に
土
名
次
册
で
ぁ
つ
ズ
、
^

の
：.方
面
に
务 

第

二

は

、
■
.前

著H

關
す
る
諸
家
と
の
論
爭
裏
錄
し
炎
も
の
：で
|

。ゴ
第
三
の「

.ド
イ
ツ
資
本
奮
の
沒

±
義
か
ら
■
後

の
> 沒
落
資
本
主
義
め
過
程
を
ド
イ
- y

に
つ
い
て
、
八
分

.析

解

剖

し

た
も
の
で
、
ド
イ
ツ
•
フ
ァ
ッ
シ
ズ
.ム
運
動

3
雙

^
‘勺 

枳
猶
を
最
も
■
確
に
記
述
し
衣
も
の
と
い
ふ
べ
き
も
の
セ
,,
.
'刺
范
當
時
び
イ
ツ
^

^
界
0

§

を
高
め
た
^
の
で
ぁ
る
。
著
衮
シ
汰
テ 

ル
ン
べ
ル
，ヒ
は
、
恐
ら
く
そ
の
政
治
的
立
場
の
た
め
.に
、へ
ナ
.チ
ス
政
權
把
握
似
來
、
、
故
國
收
止
ま
る
こ
と
な
.く
、
'ナ
ラ
ー
グ
に
柱
住
し 

て
ゐ
る
こ
と
は
、
そ
ゐ
：新
.著
の
序
文
に
よ
ク
ズ
明
か
で
务
り
、
そ
の
潜
谜
の
立
場
が
ド
.イ
ツ
國
內
で
ー
の
刊
行
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
た 

め
か
、：丨
ア
ム
ス
ー
ア
4
ダ
ム
の
書
店
に
よ
つ
て
：刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
.
o
,
:
. 

I
:

'

「

政
權
支
著
る
フ
ァ
ッ
シ
.

K

ム』

、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
^

傲
に
ナ
チ
ろ
が
擦
頭
し
、
途
に
政
權

 ̂

政

權

を
 

握

れ

.^
ナ
チ
ス
は
何
を
爲
し
た
か
。
而
し
て
、
'そ
れ
ら
の
經
濟
■

■
は
何
處
に
ぁ
り
、
且
つ
ナ
チ
ス
を
し
て
、
政
簡y

到
達
せ
.し
め 

た
ト
イ
ツ
政
貧
の
.政
策
的
隱
は
何
處
に
ぁ
つ
た
か

.0
ナ
チ
ス
政
翁

■.政
策
は
、

K 

y

ツ
に
內
在
す
る
社
會
的
經
濟
的
翌
を
解
決 

し
た
か
こ
机
ら
の
ぁ
題
に
§.
す
る
ト
イ
ツ
資
本
、31
.義
の
分
析
^
|̂

に
よ
る
解
答
で
ぁ
る
0
,
:
著

者

の

考.へ
に

よ

れ

ば

、

ナ

チ

.ス
は
蜀

占

資

本

の

處

奪

务

り

、
ま

K

を
し
て
政
權
に
謹V

し
め
た
も
の
は
、
同
國Q
經

濟

繼

で

含

H

、
ド
イ
ツ
社
貪
主 

;m
並
に
ト
イ
ツ
_

嚴
の
政
策
哪
失
艰
で
ぁ
.る

と

落

の

ヤ

遺

0
;1
に
.ド
イ
ツ
共
顧
黨
_

社
會
浪
主
f

批
會
フ
r
ッ
シ'

K

ム
と

«看
i
II!;
I：

II

te
稱
ず
る
&
と
に
よ
：マ
て
、
；對
フ
ゾ
シ
シ
ズ
ム
協
同
戰
線
.
'

Q

形
成
に
炎
敗
し
た
點
を
龍
調
し
て
ゐ
る
？
而
し
て
、
:.
ナ
チ
ス
政
權
獲
得
後 

o'
政
策
^

.咫
謂
全
體
主
義
と
い
ふ
名
目
の
下
に
、
獨
占
資
本
の
政
策
を
强
化
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
ド
イ
ツ
沒
落
資
本
主
義
に
內 

往
ず
る
内
部
的
尉
會
的
對
立
.を
何
等
解
決
ず
.■.る
も
.の
で
^'
<
ノ
反
..ヴて
.そ

一
れ
を
強
化
じ
て
ゐ
る
と
.見
、：
こ
れ
ら
の
問
葡
?:
'
'髮
證
的
4
說 

明
し
や
ぅ
と
す
る
.の
で
お

，

る
。
そ
.
0泰

咬

，
マ:

ル
ク
ス
的
セ
あ
，み
が
、
：ド
イ
ブ
共
產
^
に
釾
'し
.て
は
、
修
借
な
き
批
判
的
態
度
で
臨 

ん
で
ゐ
る
。
こ
の
齡
は
、
■公
式
的t

.

ル
ク
シ
ス
ド
と

そ

CD
'

#
を

異
に
す
る
。
筆
者
は
、
.そ
..の
見
解
^
全

部

：.に

對

し

亡

賛

成

ず

る

も

の

で 

は

な

，い'が
、
そ
‘の
巧
妙
，な
ド
.イ
ツ
資
本
主
義
の
分
析
解
剖
に
對
し
.

.
P

は
.、：
唯1

如
はS

ば
な
い
.が
，
最
も
：稀
れ
な
る
も
の
i
一
，つ
で
あ 

t

思
ふ
。
以
下
.そ
.の
犬
要
を
記
ず
る
，こ
と
f

づ

て
.，
ド
イ
ツ
政

霊

'産

濟

笑

«-
の
，理
I;
:に
¥

る
：蘇

せ

と

考

へ

る

で

あ

.る
。

：

■.

V 

S

.
-

'■〔

.
ぐ
：

,

：

,
：
-
,
,
:

■:
'

」

.■:
:,
•.
',
, 

. 

, 

' 

V
.
.
. 

一.

：

一

，現
柅
办
世
揪
資
本
生
義
は
、.
.燉
も
.多
顧
な
救
慌
耠
莧
舞
.は
れ
4:
'
.ぞ
坎
，
ド
イ
ツ
.資
本
生
*
ば
高
度
費
木
主
義
國
家
內
1C
お
い
て
、
最
、
 

%■
跪
弱
な
部
分
.で
あ
.る
。
し
か
も
、
資
本
は
集
中
せ
ら
れ
、
無
產
者
は
窮
乏
化
し
た
狀
態
に
あ
る
高
度
資
本
主
義
の
最
大
恐
慌
期
に
お 

い
て
無
產
紫
階
級
は
、
資
本
主
義
に
對
ず
る
致
命
的
鬪
爭
：に
勝
利
を
得
.?>
:
'こ
と
な
ぐ
、
反
づ
で
反
動
た
；る
フ
，；ブ
，ダ
グ
ズ
ム
が
政
權
治 

至
達
す
る
.に
至
つ
た
の
は
、，'如
何
な
る
.理
由
^
^
.る
の
で
.あ
る
か
0
,
.
.
ラ
.：リ
'ッ
ツ
<
シ
'-
デ
^

'

ヒ
は
、「

政
.權
を
撞
れ
る
フ
デ
ツ
シ 

ズ
ム
J
IC
於
い
て
、
こ
.の
.問
題
に
答
べ
や
ぅ
と
ず
る
も
の
で
.あ
汝
::
°-彼
は
、：
資
本
家
的
生
產
圮
お
：げ
る
資
本
の
獨
占
的
集
ザ
，
勞
働
階 

級

(O
'
雙

化

，•
收
奪
考
の
，
奪
|

涸
論
#
僧
奉
者
で
*
こ

の

資

本

主

義

鮮

壤

論

：篇
4
翁

咲

ぎ

|

虫
酹
す
る
も
の
で
|

0
;而 

ナ「

チ
ス
の
擦
^

^
そ
-の)

經

慶

篑

.祐

會

經

濟

藝

參

 

」

屋
 

'

(

六
担
'
®



ナ
チ
ス
•の
攘M及
び
そ
、©
經
濟
.政
策
の
秕
會
經
濟
的
逋
礅 

三

六

(

六

四

六

)

 

し
て
、
.
.彼
は
^
そ
の
立
.場
に
お5

：

て
、'瑰
代
に
お
け
る
フ
r

l
ズ
ム
の
：政
權
把
握
f

現
實
的
事
實
に
值g

し
、
：こ
れ
を
分
析
說
明 

せ
ん
ど
す
る
も
の
で
あ
る
o

i
一
エ
ン
べ
ル
ヒ
に
從
へ
ば
、
：高
度
資
本
主
義
^

明
す
べ
產
因
は

1:
!

つ
で
茗
|

そ
の
.

ー
は
主
觀
的
要
因
で
ぁ
つ
て
'

ド
ィ
|

本
.

_

髮

^

1
ト
の
.

_

_で
あ
つ
，た

ニ

大

政

黨

丨

？

？

0
と
5

?
1)
|
の

戰

術

的

誤

謬

：で
；あ

.り
、
そ

刍

客

觀

的

要

因

と

し

て

の

ド

ィ

ツ
經
濟
狀
態
.で
あ
る 

o

';
'

'

:

.

’
'

v

:
 .
 

"

'

:
:

;■
;: 

-

客
觀
I

因
と
、し
て
の
經
濟
狀
態
は
、
I

資
本
由
義
の
衰
退
で
あ
る
o
生
產•/

外
國
貿
易
•
»■
«
•.

從

業

勞

働
I

の
減
少
衰
退

は
從
來
の
恐
慌
時
に
おi

る
數
倍
で
あ
り
、
都
市
及
び
地
方
に
お
け
る
中
間
階
級
の
磨
化
は
著
し
い
も
の
が
あ
るo

戰
後
の
沒
落

資
本
、

Hi

義
に
お
け
る
ド
f

ソ
の
地
位
は
最
も
顯
著
な
も
の
で
あ
つ
て
r

恐
慌
の
深
さ
は
、
.遙
か
に
英
•
佛
を
f

、
北
米
合
衆
國
の
そ

れ
と
同
程
度
で
あ
る
^
レ
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
坐
產
は
、V-
一
 
九
.ニ
九
年
の
.世

界

恐

慌

以

前

に

巨

大

な

發

展

釔

爲
し
て
ゐ
る
。
こ

れ

に

反

せ

、
ド
ィ
ッ
資
本
裏
は
、
戰
後
あ
の
影
響
を
淸
算
す
：
最

年

を

必

：要
と
レ
た
レ
，
そ
の
好
況
時
代
に
.お
.い
て
も
、
ア
メ

リ
カ
資
本
中
：義
•

從
つ
て
ま
た
低
揪
資
本
主
義
の
發
風
贮
遠
く
及
，ば
な
か
つ
た
0:
で
.

あ
谷
。
ド
ィ
ッ
資
本
主
義
の
發
展
$:
:
觀
察
す
る
と
、

第
十
九
世
紀
の
六
十
年
代
か
ら
世
界
大
戰
に
.
.い
た
る
ま
で
は
、
低
界
資
本
主
義
拿
行
し
.

て
.

、

唐

の

上

向

的

發

展

が

，
あ

つ

た

O

し
か

る
に
、
戰
後
の
ド
ィ
ッ
資
本
主
義
は
、
世
採
資
本
_

が
戰
前
の
：水
準
^ -

旣
に
越
へ
て
か
を
に
も
拘
ら
ず
、
‘戰
前
生
產
の
水
钨
に
逮
し 

て
ゐ
な
い
ゴ
-

.:'

':
.
'

ぐ

,

)

.

;

:■「

：

.
, 

.
'

へ'

:

:

-

■
•

'
:

.

I

の
減
退
に
照
言
る
も

o

は
^
先
業
者
數
募
る

。V

ド
イ
ス
資
求
主
義
緊
淤
險
代
に
I

V

も
、'

I

#

數
は
數
百
鼠
に
七

0

た
の
'で
：あ
'る
が
、
.恐
慌
時
代
に
お
：

S ，

て
.は
、；
坐
產
過
程
.に
お
：げ
，る

合

理

化

，

^
と

に

V
驚

べ

べ

き

數

に

上

る

：こ
：と

は

、
斷

11 ー1

ロ
し
得
る
* 

.而
し
.て
3
ド
.イ
ツ
資
本
主
_
の
合
理
化
は
英
•
佛
の
そ
れ
.に
比
し
.て
、,1

膝
徹
底
的
で
あ
る
の
.：.で
.、
失
業
漭
數
名
、
こ
れ
忆
照
應
す
る 

こ
と
勿
論
で
あ
.る
。
：い
.ま
勞
働
組
合
.の
銃
計
に
i
つ
：て
、
そ
の
'失
業
組
合
員
の
割
合
を
.示
せ

ば

次

：の
如

V

で
あ
る
。

.

.

.. 

.

:

-
ド

:

::
'イ
，
■;:

:

ツ
ノ 

.■

> 

完
全
失
議 

'、

半
失
業C

時
間
減
少)

年 

次

’
. 

/

勞
働
組
合
員
に
お
け
る
百
分
比

ン
ー
九
三
〇
部(

十
ニ
.ヶ
月
平
均
>
.
'
'
;;
:
:'
;:.
.ニ
ニ
〒

 ̂

M

六
•九

.

へ
一
、
九
 

ニ
三
■

「

'
年
.'
■

..
'
>
'

 

_

• •】

■•
.
、

へ 

一

三

•

三

 

.
一
，
九

三

；ニ

年
 

四
六•
八

_.
四
*
一

こ
の
數
字
は
、
ド
-イ
ツ
の
失
業
衮
數
が
イ
ギ
リ
ス
の
二
倍
以
上
で
あ
る
、こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
失
業
が
イ
ギ
リ
ス
の
そ 

れ
に
遠
く
及
ば
ぬ
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
o 

.
一
九
三
ニ
年
の
冬
に
お
い
て
は
、.
ド
イ
ツ
の
勞
働
組
合
員
ひ
四
分
一
强
が
從
業
し
て
ゐ 

る
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
の
如
き
產
業
豫
備
眾
の
擴
大
と
と
も
に
、賃
銀
切
り
下
げ
が
行
は
れ
た
。

一

九
三1

年
.の
秋
に
お
い
て
は
、1

九 

.1

ー
九
牢
に
お
け
る
賃
銀
額
の
六
〇
涔
を
受
け
た
に
.過
ぎ
'ぬ
。
而
‘し
て
、
官
廳
生
計
費
指
數
に
ょ
れ
ば
、一

九一

一
九
非
に
お
け
る
一
五
？
 

八
が
*

一
 
九
三1

年

九

列

に

は

，

一

三
，四

に

減

退

し

た

。

即

ち

二

.

11X

の
：減
退
で
あ
る
。
し
か
る
に
賃
銀
は
、
四
〇
涔
の
減
退
で
あ
る
。 

こ
0
.狀
態」

に
お
>

^
ヲ
リ
ユ
ゥ
ー
1
;ン
>
內
閣
0
綮
急
令
に
„ょ
っ
て
：、
：物

僙

引

卞

げ

五

^

賃
銀
引
下
げ
•〇
乃
至
ニ
〇
％
が
行
は
れ
、 

賃
銀
は
.更
ら
に
減
少
さ4

、'

失
業
並
に
：從
業
時
間
の
短
縮
が
增
大
し
た
。
か
く
て
、
從
業
勞
働
苕
の
賃
銀
は
、
プ
リ
ユ
ゥ-I

ン
グ
の
緊 

ナ
チ
ス
.の
.擡
彌
及
び
そ
.の
饀
濟
政
货
e-
>
wb
會
經
濟
的
基
礎 
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(

六
四
七〕

英
.

.

_

勞
働
保
險
加
入 

密
失
業
百
分
比

■
I 

六 

6

;
1

 
ニ
：•
三 

ニ
ニ 
•
一



, 

h
a 

c 
六
.四
、八)

.

「

l

.

i

I

i

.

M

^

I

o

l

l

-

^
 

そ
の
、
f
 

®
で
あ
っ
た

。
, 

!
.
«:'
'
'
'
恐
慌
給
與
金〈
空

|

|

|嘈
仁

感

,で
あ
$

1
ニ
は
、
'
'羞

_

養

|

。
|

!

|

|

|

^

氽 

與
に
.い
：.た

名

弯

あ

本

-:
°
い
.
へ̂
失
業
奢
^
^

:■
■

職

「

'

.

:

c
 

:

:

'

J

I

 

,

:

:

,

'

|
九
三
〇
年
1
月

:

六
九
o.:

-

.

:

八
6
 

:

:
拳

◦

へ
.
：

一
九
三
1

2
月 

.'.'五T
1
6

 

5

*

0 

三

1

.

0::
:

:-
: 

1
1

1

年」

月

，： 

？

1
:
'一
 

11

六
•四

，
 

四
I

 

こ
の
數
字
，の
示
す
と
こ
ろ
は
、
最
高
額
給
與
金
受
領
者
は
益
々
減
少
し
、
更
ら
に
、：
給
與
金
そ
の
も
の
4

額
も
減
少
せ
ら
れ
つ
、 

I

f

 

i

,
バ
1
ベ
ゾ
内
閣
減
額
以
前
の
給
蓮
總
額
は
、
二
十
S

:

着

あ

り

、
八
§

の
t

#
が
あ
っ
た
の
で
あ 

る
か
.ら
、

失

■

一

 
年

平

均

受

領

額一一6

0
マ
ル
ク
、

3

六
.
マ

ル

メ

■■
、

.

.;

. 

. 

-
•

て
- 

:
.
.
.
.
,

.ド
ィ
ツ
資
本
主
義
は
、
そ
の
內
部
に
お
い
て
、
か
く
の
，如
き
恐
慌
の
危
機
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
が
、
倚
ほ
國
際
資
本
は
I

.
 C, 

て
は
，

米

•
英•
»の
競

爭

にI

"
し
I

れ
I

ら
I

I

O
戰

前

，の
.
ド

ィ

ツ

謙

 

て
、

一
一
百

栗

億

マ
I

s

本

を

外

國

に

：投

資

：し

、

：

髪

收

入

は

檜®

つ

、
あ

つ

たS

、

著

し

い

輸

入

超
.
1

あ
.っ
.た
に

もf

ず

、
，
新 

外

國

拉

投

中

る

こ
i

l

た
o

u

f化

？
K
イ

ツ

業

襄

p

:

f
 
1

.

1
 

戀

ト 

漏

，̂

i

l

i
画

の
大
部
分
を
，喪
失
し
、
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
シ
办
淸
算
か
ら
恐
慌
に
い
た
る
ま
で
に
、
賠
償
金
支
拂
並
に
生
產
用
具
改
善
の
た
め
に
、
巨
大 

な
る
債
務
を
負
ふ
に
至
れ
、
私
的
債
務
の
み
で
も
、
恐
慌
の
最
初
に
^
い
て
、
ド
イ
ツ
自
體
の
對
外
債
權
を
遙
か
に
越
し
て
ゐ
た
の
で 

ぁ
る
。
か
く
，の
如
き
恐
慌
の
深
化
が
利
筒
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
は
；

S'

ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
對
す
る
ブ
ル
ジ
日
ア
ジ
ー
の
對
策
は 

實
銀
減
額
の
^'
^
ら
ず
ー
.ド
イ
ツ
中
間
階
級
.の
生
活
標
準
に
對
ず
.る
低
下
‘政
策
と
な
つ
て
、、
現
は
れ
る
に
至
つ
た
。:

.

リ

,
■」

'
-.
'
こ
.

,
ぎ

：
ぐ

*

':
...

■.
:
..•
.
,.
:
'
:
:
" 

.

ム

'■
.

-

高
度
資
本
主
義
に4

け

る

階

級

！
！
成
の
.單
純
化
釔
主
張
し
、
.少
數
K
大
資
本
家
に
對
す
る
窮
乏
多
數
工
業
。フa

レ
タ
リ
ア
ー
ト

r
大 

土
地
所
#
#
.に
對
す
る
農
業
勞
働
者
办
耳
大
群
.を
，對
立
：
.せ
し

め.る
單
純
な
見
方
が
ぁ
る
が
、
ぞ
れ
は
現
實
社
會
の
實
相
で
は
な
い
o
資 

本
主
義
沒
落
期
に
‘お
け
る
•社
會

的

ビ

夢

、
、

>少
ド
は
"著
し
く
、複
雜
で
办
る
'
農
業
社
#
に
お
.け
る
ビ
，

」

フ
：ミ
ッ
ド
は
、.
大
.土

地

所

有

者

對 

農

業

勞

働

者

の

對

立

：で

..な
く
し
て
、
.大
土
地
所
有
者
•
大
農
業
經
營
者
•
•中
農
經
營
索
•貧
農
及
び
農
業
勞
働
者
o
併
存
對
立
で
ぁ
る
。 

都
市
に
知
い
て
も
、
甚
だ
復
雜
で
ぁ
る
。
'强
度
の
經
營
集
中
に
對
1>
て
：、
.同
：樣

(0
所
有
|

於̂
抒
は
：れ
^
の
，で
は
な
‘い
0
.從
づ
て
、
都 

市
的
。ヒ
ラ
.ミ
r

r

ば
單
敢
る
資
本
家
對
勞
働
者
の
對
立
で
は
な
く
、
資
本
家
•都
市
^
間
階
級c

小

商

樂

？

手

工

業

者
•官
吏
•勤
人

•
自 

由

職

業
>
勞

働

者

の

對

立.で
'ぁ
る
。
中
間
階
級
，中
'
小
商
業
者
及〗

び
手
エ
業
考
を
舊
中
間
勝
級
：と
し
、
勤
人
及
び
官
萸
等
.を
新
中
間
階 

地

友

に

麵

い

：で
.味
農
民
を
中
間
階
級
中
に
數
へ
れ
ば
、
工
業
化
の
行
き
苴
つ
て
ゐ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
尙
ほ
人
口
の 

11,

割
を
數
へ
备：

こ
：̂:
が
出
來
る
o
£:
.の
割
合
ゆ
、
.
.一
八
.八i

攀

二

八

.九
五
铝
•.一
 
允
0
七
年
'
* 

.1:

九一. 】

五
年
の
.調
奄
に
お
い
て
、
變
化 

が
^
い
。
'K
イ
ツ
.勞
働
者
數
tt
-，
過
去
數
十
年
.に
絶
尠
的
にM

大
な
：增
大
_を
な
し
た
Vo
.
.し
が
し
.：1
\八

七

.^
_
以
來
相
對
的
に
は
、
少
し

ナ
チ
ス
の
擡
頭
及
び
そ
の
經
濟
政
策
の
.肫
會
經
濟
的
.甚

礎

H-
九

C

六
四
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ナ
チ
ス
の
摻
頭
及
び
そ
の
絢
濟
败
策
の
，社
看
經
濟
的
基
礎 

0

0 

(
V

取
8

く

滅

，少

し

て

ゐ

る
O
V獨
.立
營
業
者
の
數
は
、丨
著
し
く
減
退
し
、
受

る
o
:こ
れ
.

I
中
間
階
級
諸
層
の
社
會
的
慣
習
は
ぐ
甚
裏
多
で
I

が
、
無
時
に
お
い
て

活
^

^

0顯
蕃
な
惡
化
.が
そ
れ
だ
0
:
:
:
'
-;
'
!フ
ム
^̂
^̂

:

こ
，の
場
合
>
,都
市
i
地
方
と
が
別
々
.に
觀
察
さ
れ
|

:
と

が

必

要

で

あ

る

？

ド

イ

ッ

資

漱

主

義

は

：

r

英
•米

真

つ
.て
、
世
I

濟
恐：

慌
以
前
に
、

1

〇
〇
氣
ィ
ン
フ
ラ
チ
ォ
ン
を
.持
つ
：た

。

こ

の

ィ

ン

フ

I

オ
ン
は
都
市
の
：中
間
階
級
か
ら
そ
の
全
財
産
を
奪
つ
た
。

し
か
る
I

.來
'の
中
間
階
級
は
.、
.
.少
く
と
も
恐
慌
ま
I

の
財
奮
保
有
す
る

f

が
出
來
ち
農
民
は
、
イ
シ
：フ
<ラ
チ
オ
ン
に
ょ

つ
.て
，
そ

の

倉

I

消

し

、
.そ

の

毐

を

保

持

す

き

と

が

出

來

与

が

I

ン
1

チ
才
シ
は
都
市
中
間
階
級
I

し
て
、
そ

の

財
靡
を
奪
ふ
i

時
に
.、
.そ
S

.
澗
率
の
減
I

ょ
.つ
-て
、
小
商
工
業
者
は
-
そ
の
所
得
の
.上
か
ら•

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
さ
れ
た
の
.で
'

象

-

勞

働

翥

級

に4

け
る
窮
乏
化
と
、
こ
.の
：中
間
階
級
の
唐
化

.と
：は
、
と
も
に
、
第
五
階
級
、.
即
ち
永
久
無
所
得
者
を
生
む
に

至
つ
-た
。
-力
く
の
.如
き
.傾
向
は
、
ハ
獨
立
.中
間
階
級
'に
お
.け
る
財
産
木
能
を
更
ら
綴
化
し
、
.そ
の
：僅
少
な
る
財
産
に
固
執
し
て

.
、

永
久

f

得
蹇
る
證
を
打
關
す
る
道
を
阻
止
し
た
の
で
I

。
即
ち
中
間
I

的

謹

i

f

-形
成
す
る
墨
つ
た
。
恐
慌
時
に
お

い
.て
は
、
皐
に
勞
働
露
級
の
失
■

が
增
加
す
るQ.

み
で
は
.な
く
、：.中
間
階
級
の
失
業
s

l

^

の
失
業
は
一
一
つ
の

形
態
を
採
る
，o
そ
の
.一.は
、
仕
事
場
•店
舖
•農
場
を
捨
て
る
に
至
る
狀
態
に
あ
f

の
と
.
そ
の
ニ
は
中
間
階
級
内

部

に

お
い
て
、
戠 

業
の
過
乘
を
來
た
し
た
こ
と
で
あ
.る
。

.

.

. 

.

.

. 

•
- 

,奪
間
降
級
の
：フ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
過
程
は 

>
:舊
中
間
階
級
：？

れ
I

も

進

泠

ゐ

，る
。
'親

中

間

霞

は

、

〔

.嘗

て

そ

の

狀

態̂

良
好
で
あ
つ
.た
。
商
業
人
ロ
の
増
加
と
、
エ
業
過
.程
.の
形
態
0
'變
化
と
.は
、
■.そ

の

勞

働

市

場It
.お
け
，..る.地
位
を
高
め
.て
ゐ
た
の
で
あ
るo 

即
ちT

九
0
ゼ
年
か
ら
，ニ
开
牢
に
至
る
ま
で
、
.エ
業
及
び
手
3:
.業
從
事
者
數
は
、
ニ
九
^
を
增
加
し
た
。
：
一
九
二
五
年
に
お
い
て
は
、
 

エ
業
從
業
苕
の
四
分
の
ー
以
上
が
商
業
及
び
交
通
部
門
に
從
事
し
て
ゐ
た
卩
生
產
の
經
營
機
關
は
益
タ
增
大
わ
た
。
勞
働
組
合
の
計
算 

に
お
れ
ば
、r

九
〇
七
钜
丨
，

1

九
ニ
五
年
の
工
業
翦
務
員
數
は111

一•五
^
を
增
加
し
た
に
拘
ら
ず
、
勞
働
者
は
、
三
四
^
を
增
加
し
た 

に
過
ぎ
ぬ
。
國
際
勞
働
局
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
戰
前
ド
.イ
ツ
に
お
い
て
は
勞
働
者
：一:〇
〇
に
對
し
て
*
事
務
員
八
の
割
合
で
あ
っ
た
が
、 

戰
後C

.

一
 

九
一
ー
艽
年

〕

に

お

い
X
は

、
..事

務

員

|

五
に
增
加
.し
て
ゐ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
國
際
的
で
あ
る
が
、
戰
後
の
不
況
と
と
も
に
、
 

停
止
す
る
に
至
っ
た
P
而
し
て
、
工
業
上
に
お
け
る
合
理
化
は
單
に
坐
產
過
程
に
お
け
る
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
經
營
事
務
上
に
も
及
.ぼ 

さ
れ
る
に
至
り
、
事
務
員
.の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
が
實
現
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
ニ
っ
の
方
面
か
ら
で
あ
る
。
第1

、
'

事
務
員
の
給
料 

ば
最
早
有
資
格
勞
働
者
と
同
等
ま
た
は
、
.そ
れ
以
下
に
®
下
し
た
こ
と
、
.第一

一
、

事

務

員？)
:
ま

た

勞

働

赛

と

同

じ

く

失

業

に

脅

か

さ

れ 

る
に
至
っ
た
こ
と
ヤ
あ
る
。
か
く
て
、
：ド
イ
ツ
資
本
生
_
の
.恐
慌
時
代
に
お
い
て
は
、
：戰
前
恐
慌
.に
お
け
るI

般
失
業
者
よ
り
も
多
數 

の
事
務
員
失
業
著
が
發
生
ず
る
.に
至
り
、
そ
の
所
得
：は
.旣
に
勞
働
者
よ
り
も
多
額
で
は
な
く
、
そ
の
據
り
處
と
す
る
財
產
は
旣
に
イ
ン 

フ
ラ
チ
.オ
：ン
'に
よ
つ
へ
て
、

喪
.失
し
て
ゐ
る
0
;鄯
務
員
曆
は
完
全
.に
ブ
.ロ
レ
タ
リ
ア
化
.せ
ら
れ
た
0 
:

-

©
 
二- 

. 

:

ノ

都

市

中

間

階

級

，の

ブ

ロ

レ

タ

リ

ア

化

は

、

，
t

イ

ツ

戰

後

の

資

本

主

義

..に

お

い

て

は

、

，̂

續

的

過

程

に

お

.：い

，て

行

は

れ

た

0

イ

シ

フ

ラ
 

チ

オ

シ

に

お

い
.
'て

は

、

急

激

な

下

向

力

ー

•ゥ

を

も

っ

て

、
：：
イ

ン

ラ

ラ

チ

オ

ン

と

世

琚

經

濟

恐

慌

と

め

間

の

時

代

に

お

い

て

は

、

」

癖

の
 

ナ
.チ 

' ス
の
.擡
頭
及
へ
ひ
そ
の
經
濟
政
策
.の

瓧

會

經

濟

的

蕺

礎
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ナ
チ
'ス
の
一
鐵
頭
及
.：び
そ
の
經
濟
政
策
の
社
會
經
濟
.的
基
礎
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安
定
化
を
■恐
慌
時
代
に
^
い
て
.は
* 

.
再

び

.急

激̂
下
向
力
-J.
ヴ
を
も
つ
て
ブ
R
レ
タ
サ
ア
化
.が
行
は
れ
た
？
地
'方
に
%
い
C
-
H、
c 

の
發
展
の
'
程

は

少

し

く

異

つ

て

ゐ

る

；。
：
勿

論

地

方

的

中

間

階

級

、

.
即
ち
農
民
の
：急
激
な
窮
氐
化
と
い
ふ
終
極
の
結
果
に
おS

て
は
同 

一
で
は
あ
る
が
、
戰
前
i

'十
年
に
お
い
て
は
、
ド
ィ
ッ
農
民
の
生
活
上
の
變
化
は
僅
少
で
あ
つ
たo 

S

機

！

I
Q

變

革
•
即
ち
資
本 

の
集
中
獨
由
化
に
.對
し
て
、
'地
方
に
お
け
る
變
化
は
運
だ
少
か
つ
た
Q
農
民
狀
態
の
_衰
退

は

、

手

エ

業
#
の
衰
退
と
同
一
に
論
ず
る
こ 

と
は
出
来
ぬ
？
小
農
ば
減
退
し
て
ゐ
る
が
、
，中

農

皆

加

し

、
：大
士
地
所
荽
び
大
農
は
多
少
の
減
少
集
し
て
ゐ
る
？
戰
前
數
年
間

 

に

お

け

る

地

方

の

階

級

樽

成

は

、
大

約

一

八

八

。
年

代

の

：、そ

れ

と

同

じ

で

あ

る

？

.た
V
農

業

の

：
ド
ィ
ッ
■
資

本

主

義 

こ
の
ニ
三
十
味
間
に
お
い
て
、
：減
少
し
て
ゐ
る
0
:何
と
な
：れ
ば
、
人
ロ
棺
加
は
す
べ
そ
;'
商
エ
業
に
入
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
？

ド
ィ
'7
:
の
農
業
组
產
は
、
.そ
の
發
展
に
お
い
て
、
'世
界
農
業
坐
產
忆
遲
れ
て
ゐ
た
0
そ
■し
て
、
，
そ
の
經
營
は
、
.僅
か
に
保
護
關
稅
に 

ょ

つ

て

、

維

持

せ

ら

れ

で

ゐ

た

。

保
！！

關

税

の

負

檐

は

都

市

の

：
大

衆

負

擔

と

な

：
る
の

.で
あ
る
が
、
初
期
帝
國
生
義
時
代
の
都
市
生
活
標 

S
-

は

高

ま

り

つ

、

あ
つ

た

の

で

、

.そ

れ

に
f

t

と
が
出
來
、ペ
且
つ
こ
の
保
謹
關
税
ほ
大
土
地
所
有
者
並
に
、
農
家
に
利
益
を
與
へ 

た
。
.戰
爭
は
農
業
坐
產
機
掃
を
破
壞
し
た
が
、
.ィ
ン
フ
..ラ
チ
オ
ン
が
：*
都

市

中

間

階

級

，の

財

庫

を

收

奪

じ

た

と

は

、

反

對

に

、

大

土 

地
所
有
藎
眞
家
に
は
作
用
し
た

-:
°
彼
等
は•

ィ
ン
.フ
ラ
チ
オ
ン
•の
た
め
：に
、
：
そ
の
負
ft
の
大
部
分
を
償
還
し
、
•農
産
物
の
勗
肩
に 

ょ
づ
て
’
そ

れ

以

上

に

利

愛

灣

し

’ 
土
地
の
囘
收
-
家
畜
の
增
加
を
計
る
こ
士
が
出
來
た
ゥ
し
か
る
に
、
ィ
ン
フ
ラ
.チ
オ
ン
の
解 

消
か
ら
#
琚

經

濟

恐

慌

に

い

た

る

時

期

に

お

い

て

は

、
，
旣

，に

農

家

0
狀
態
は
惡
化
し
.て
ゐ
る
0
.當
時
の
好
景
氣
は
、

」

沒
落
資
本
主
義
の 

景
氣
で
あ
っ
て
農

^
は
觀
^
こ
れ
忙
掘
り
が
&
'ぃ
：̂

で
ぁ
る
0
'
:
戰
前
.に
ぉ

け

る

農

：業
；の
利
子

.負
擔

は

七?1
:
〇—

八
3

0
百

駕

マ

ル

ク

で

あ

つ

た

が

：、
'「

九
5
〇

丨

！1

1
1

年

度

に

お

い

て

は

、

旣

に

九

〇

〇

百

萬

マ

.
ル

ク

に

達
し
て
ゐ

る

.
o

 

,
,世
界
經
濟
恐
慌
期
芯
お
い
て
は
、
 

通
貨
收
縮
と
.ど
も
に
？
利
子
.の
昂
騰
と
な
り
、
利
拂
の
た
め
の
新
信
用
办
設
定
と
な
つ
た
。
同
時
に
、
.農
産
物
價
格
の
T :
落
は
農
家
に 

痛
手
を
負
は
‘し
め
た
の
で
あ
る
。

■

世

报

經

濟

恐

慌

以

前
’の
金
農
產
物
慣
格
は
'
約
ニ
！.
0億
マ
ル
ク(

自
B
消
费
を
差
引
く)

に
達
し
た
。
こ
の
內
譯
は
、
次
の
如
く

で
あ
る
，R 
V 
:
.
.

':
'
,
•

.• 

.,:
-
'
,

パ
 

'
 

'.:::

:,
■

:
'

■

.
'

•,
'
穀
物
坐
產.C

自
己
消i

c

を
除
'ぐ〕

' 

.

.
'■
-四

九

ろ

億

マ

ル

ク
.

'

一.
づ

,
ノ

產
：

”物

：
.
.
V 
く 

同

:
f

■.
_ゾ
'
'.
.

'

:

'

,

V

!
食
.
•用
家
畜
ヘ
：

 

四
苽
.

I

s
同
ニ

-!'
へ

.

’ぐ
：

牛

.
 

'
 

.

.

.

.
乳

.
：'
 

三

偉

同

H
1

.

子
：：
，
：
 

三
•〇
億

.
同 

全
農
產
物
價
格
の
三
分
一
は

穀
物
で
あ

り

、

三
分
の
ニ
は
？
家
畜
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
フ
こ
れ
ら
の
農
產
物
販
賣
と
經
營
の
大
ト
と 

は
如
何
な
.る
關
係
に
あ
る
か
。
小
農(

五
丨
ニ
〇

へ
ク
タ
ァ
ル
0
.經
營)

に
お
い
で
は
、
食
用
家
畜
の
.販
賣
は
、
そ
の
全
價
格
の
.七
0
% 

に
達
し
、
中
農
o'
一
 
0
1
五
〇

へ
ク
タ
：ァ
..ル)

に
お
^'
-
て
.は
、
.三
分
の
ニ
に
正
'ま
る
.
0小
農
に
お
.け
る
穀
物
生
産
は
、
四
分I

へ
强
で
あ
り
、 

中
農
に
.灸
い
て
.は
，、
H
分

P
I
.强
で
あ
る
？
而
し
て
、
大
農

•
大
土
地
所
有
に
至
る
に
從
づ
て
、
食
用
家
畜
の
販
寶
は
減
少
し
て
、
穀

^
 
^
 

:

,

a

.;
''.
v
:

.で 

■ 

:
:■
■'

ナ
チ
.S
:鴒
頭
及
ザ
そ
.の
'經
濟
政：

策
：S
* #

齧
的
寒
礎 

1

(

六
：五
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チ
チ
ス
I

頭
及
び
.そ
S
濟
政
f
 

I
經
濟
的
蕺
礎 

み

四

(

六

五

卿

〕

經

濟

.恐

慌S

け
f

イ
ツ
關
I

策
は
、
大
土
地
所
有
の
た
め
の
政
策
、
即
ち
穀
物
生
靡
護
の
政
策
で
あ
.る
。
こ
の
た
め 

fc
、
關
税
は
著
し
く
高
め
ら
れ
た
o
へ
ぐ

生

產

：

物

裸」

-:
:」

一:

寒
へ

 ̂

'
 ̂

_

造

用

大

竣
 

飼

料

用

大

黎
 

燕 

麥

百
琺
に
つ
き
ヲ
イ
ヒ
：ス 

マ
ル
ク
の
關
税
率

r
^
o
f

1

九1

四
年 

.

五
•
〇
〇

..'五
•
五
〇

■©
•
〇
〇

1
.
三
〇

.

五
•
〇
〇

九11

八，

.一九二八年
 

5E
6
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.

:
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:

五 

6
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o
, 

” 
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九
一

五•
〇
'〇

.

Ti
 

?

〇
〇. 

一

四 

.
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〇

〇

： 

一
 

6

0

に
つ
き
ラ
イ
ヒ

マ
ルク關

m

率

ふ

九

三
；
. 

五
.
一
五

-1
-1
0

6

〇 

ニ
艽
•
〇
〇 

ニ
〇
•
〇
〇 

一
八
•
〇
〇

•'.
/

指

數

 

(
一

九1

三

年B
C

,

':
1
九

三T
 

五*
1

五 

■.

四

•
〇
〇

四•
四

四.

五
•
〇
〇

1

?

八
3£

三•
二
0

 ̂

i 

J 

• 

J 

v
r
v

穀
物
關
税
はI

九
.二
八
年
の
四
倍
乃
至
十
四
倍
に
達
し
て
I

。
M;
し
て
、
穀

物

普

飼

料

馨

に

對

す
る
高
度
關
I

、
ド

イ

ツ
 

の
づ
農
經
營
に
ニ
重
の
木
利
を
齎
ら
し
て
ゐ
る
。
第
一 

>
.そ
の
最
も
必
要
と
す
る
飼
料
穀
物
の
昂
騰
し
た
こ

と

、

第

二

、

都
市
大
衆
の 

購
買
力
を
激
減
せ
し
め
る
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
.襲

の

人
爲
的
昂
騰
政
策
は
、
他
面
家
畜
並
に
家
畜
生
產
物
價
f

下
落
せ
し
め
たo 

農
產
物
卸
寶
價
格
指
數
ー
九
ニ
ニ
年
n
l
〇
p

九 九 年  

三月ニ

〇辜 九 次  

年 制

穀
物

食

斜

品 

1
ニ
六
上11 

一'1

，五*H

飼

料

 

一
二
五
•
九 

九
1
〒

ニ

家

畜

 

i
n

六
•
六 

.'/1:1.
ニ

•四
.

家

畜

生

產

物 

—
.
四 IT

I 

I H

T

七

I

n
i
f
f

*■— * ..

- %  ■* C-T 
_••

苹 一

四.

月 年

一
一
九
•
三

一
 

ニ

ニ
•
四

1
01

•
九 

九

九

•
七

八

三6
 

六

四

•
ニ

1
〇

八

•
四 

九
0

.
三

こ
の
指
數
に
よ
れ
ば
.、
保
護
關
稅
に
よ
っ
て
、
利
益
を
受
く
る
も
の
は
.、
穀
物
を
賣
.る
大
農
で
あ
り
、
不
利
益
を
翳
る
も
の
は
、
家

畜
及
び：

家
畜
生
產
物
を
寶
る
小
農
で
あ
る
。
故
に
、
恐
慌
時
に
お
い
て
、
小
農
は
益
々
恐
慌
め
進
行
と
と
も
に
、
窮
乏
化
過
程
を
迪
る

. 

.
 

■

よ
り
外

：に

道

は

な

い

。
.獨
占
資
本
は
、
■こ
の
小
農
の
：窮
乏
化
の
危
險
を
見
、
そ
し
て
、
イ
ン

.フ
ラ
チ
オ
ン
の
清
算
か
ら
世
见
經
濟
恐
慌 

に
い
た
る
嗦
で
、
殆
ん
ど
重
要
視
せ
.ら
れ
な
か
つ
た
ナ
チ
ス
運
動
を
支
持
す
る
に
至
つ
た
0.
し
か
ら
ば
、
恐
慌
に
お
い
て
、
ナ
チ
ス
擦 

頭
の
要
因
は
何
で
あ
る
か
。

.

■

:

.、
 

.

.

.
五 

V

恐
像
時
に
お
け
る
ナ
チ
ス
.搽
頭
の
.分
析
に
お
い
て
、
'
ナ
チ
ス•

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
普
及
と
そ
の
運
動
の
背
後
に
あ
る
現
實
の
歷
史
的 

勢
力
を
嚴
密
に
區
別
す
る
必
要
.が
：あ
る
。
こ
.の
こ

，と

は

、

ド

イ

、

,
賠

償

問

題

を

論

ず

る

に

：
つ
，
い

て

、
特

に

重

要

で

あ

る

。

ド

イ

ツ

社

會 

主
義
界
に
お
い
て
も
、
F
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
條
約
に
よ
つ
て
、
奴
識
化
せ
ら
れ
、
ド
イ
ツ
勞
働
素
階
級
は
、
.内
外
兩
资
本
に
よ
っ 

て
搾
取
せ
ら
れ
る
こ
.と
、
ナ
チ
ス
思
想
.の
普
及
俥
播
は
、
こ
の
事
實
に
よ
.る
：士

す

る

見

解

が

行

は

れ

‘て
ゐ
，
る

が

、
，
こ
れ
：は

僞

瞒

的

議

論 

で
あ
.る
：0
'
.
. 

; 

• 

- 

- 

. 

:
:'

イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
.の
：解

消

後、
'
 

l
.;i
一
四
年
に
：

一.1

度
選
擧
が
行
は
れ
た
o 

:
1九
ニ

四

年

.五
月
の
_選
擧
に
、：

ナ
チ
ス
.は
一
、
九

一

八
、
〇 

0
〇
票
0
投

票

を

獲

得

し

た

が

、
，
同

序

十

1:1河
：
の

賺

に

は.、
九
〇
八
ク
0

0
.0
禀
を
得
た
：に
竭
ぎ
ぬ
。
ナ
チ
ス
の
支
持
者
は
當
時
、

ナ
チ
ス
の
擇
頭
及
び
そ
の
經
濟
政
策
の
社
會
經
濟
的
基
礎

. 

钿
五.

(

六
五
，五

)



ナ
チ
.ス
の
擻
.顼
.及
び
.そ
の
鸫
濟
政
策
の
社
#
經
濟
的
■
礫 

S
、

(

六
況
？

最
外
で
ぁ
り
て
、
イ
I

ラ
チ
オ
シ
t

贳

經

篇

慌

ま

1

顯

そ

S

I

I

持
し
た
鐘
ぎ
沒
ニ
九
こ
八
年
艽
月
の
選 

擧
4

"

ナ
f
ス
は
ノ」

〇
：
〇
〇
o
層

得

た

に

過

ぎ

ぬ

。

ナ

チ

ス

議

頭

に

：對

し

て

、

腊

徭

題

が

容

觀

的

.に
策
耍
な
ら
ば
.
チ 

チ
.ス
'は
賠
f

t

問
f

な
つ
t

Q
時
期
に
、
最
大Q

發
展
を
I

:ね
ば
な
ら
芻
で

I

。
賠
償
問
題
が
ド
イ
I

本
主
義
こ 

f

て
、
最

醫

問

題

と

I

た
め
g

、
I

s

實
支
拂
は
れ
て
I

t

l

顏
用
以
來
軍
に

.紙
の
上
で
支
拂
は
れ
た
i

ぎ
S

。’
賠
償
烫
拂
は
、：

ド
ウ
ズ
案
以
後
£

い
：て
社
、
：
外

國

資

本

'の

ド

ィ

ツ

流
入
に 

ょ

り

て.、
紙
上
に
：お
い
て
、
支
挪
は
れ
I

f

ぬ
。
最
物
，の
■

間
I

い
て
、
七
.九
、
七
8

靡
.

マ
ル
'ク
I

f

し
て
支
拂
は 

れ
た
。
そ
の
期
間
に
お
い
て
、
.外
國
益
す
る
愤
務
は
次
め
如
X
增
加
し
|

る
°.
_
 ̂

’

國
際
資
本
流
動
に
お
け
る
ド
イ
ツ
單
位
十
億

種
”

類
'

^

! s
. 

|
?
?ー
:£
.

一
九
二
六•

一
九
ニ
七•

一
九
二
八
•

.

.

i
.

ニ 
•三」

1 

ニ 
•三1

一1H
1
M
.
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國
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四

ッ

七
•
〇.

:
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丨

：

-
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•
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u

T
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へ
四
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:

:

素

I T
k
f
f

外ドド

イ

%

m

其ド外 
他ィ
のッ國 
外に 
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資る務j

1
*
1
1
丄

1
H
1
T

 

七.111 
六
•〇

.ド
イ
ツ
.に
お
け
る 

外
國
の
全
投
資

額
，

外ド外

國イ

%

資期

國イ
9

授長

資1

. 

一
T

七
、

，

'

一

六

去
へ

三

.
左

II

四•
M—

1
S
0五. 

'1

 
一

H
C

三•
九.
，
'

四
i

字

，〇
丨
六6
 

四•
〇—

*
•:
〇

四•
〇—
五•
〇.

四•
'0—

苧
0

四
.
0
1
五
•〇

邮
總
齡
.

■

1

1 

.. 

- 

r

K

.

七
•六
|
八
丄
ハ
七
.九
丨
八
.九「

：八
-五—
九
*
31
:

.:

九
•o-
!

1

to- 

1

九1i

四
丨1

九
ニ
九
年
の
期
間
に
お
い
て
、
K
イ
ッ
#
本
主
_
は
、
約
“
一
百
丑
十
億
マ
ル
ク
の
外
國
債
務
を
荷
し
*

」

ド
イ
ツ
は
、 

百
億
マ
ル
ク
を
外
國
に
投
資
し
て
ゐ
る
の
で
、
差
引
百
，五
十
億
マ
ル
ク
の
資
金
を
外
國
か
ら
借
り
て
ゐ
る
Q
,こ
の
百
艽
十
億
マ
ル
ク
の 

資
金
を
も
や
て
、
賠
償
を
交
挪
ふ
と
と
も
に
-
貿
易
勘
定
.の
支
.挪
超
過
を
埋
め
合
せ
て
ゐ
る
。
.か
.く
て
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
は
單
に
紙 

の
上
で
賠
«
命
を
支
拂
つ
た
に
過
ぎ
な
い
o
こ
れ
が
イ
ン
フ
ラ
チ
尤
ン
-か
ら
货
界
經
濟
恐
慌
‘に
い
た
る
ま
で
の
あ
る

o
し
か
る 

に
、
'恐
慌
に
入
つ
て
，
始
め
て
> 

rイ
ツ
罾
ホ
ま
_
は
、
' 新
債
務
の
設
定
ょ
り
も
多
額
を
外
國
に
支
拂
は
.ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
の
で 

也
る
。
：
こ
i
に
：華
つ
て
、
外
國
資
本
象
は
、
ド
イ
ッ
資
本
生
義
の
爾
、展
の
可
能
性
：に
對
：乙
て
懷
疑
的
と
な
り
、
新
資
本
を
提
供
せ
ざ
る 

の
み
か
、
旣
に
投
資
し
た
.

1

部
を
も
引
き
上
.げ
る
に
至
つ
た
。
し
か
：し
、
ド
ウ
ズ
案
か
ら
：ヤ
ン
グ
案
•
：フ
ウ
バ
ァ
•
モ
ラ
ト
リ
ウ
ム
に 

S

た
る
ま
：で
の
間
は
、
¥

«
金

勘

定

と

外

阈

借

受

資

本

に

對

す

る

利

：子

：の

.支
拂

額

ょ

り

；も

、

外

國

資

本

の

流

入

が

大

で

あ

つ

た

。

フ
ウ 

バ
T

•モ
ラ
ト
リ
ウ
ム
は
ド
イ
ツ
資
本
生
義
.を
、
賠
償
安
狒
問
題
を
紙
め
'上
で
解
放
'し
た
々
.し
か

し

-/
こ
の
こ
と
は
、
ナ
チ
ス
を
し
て
• 

「

ヤ

ン

グ

の

鐵

鎖

」
「

植

民

地.
.ド
イ

ッ」

，
の
：言

辭

を

用

ゐ

し

め

る

.妨
げ
.と
は

な

ら

な

：か

つ

た

。
：
か

、

る
言

辭

，は

實

際

的

に

は

、
何

等

11
要 

な
意
味
を
持
つ
て
ゐ
な
'い
。
し
か
し
、
ド
イ
ッ
獨
古
資
本
は
、
'ド
イ
ツ
狀
態
の
惡
化
を
ヤ
ン
グ
案
(0
實

庄

に

猶

す

.る

ヒ

と

が

出

來

る

か 

ら
で
あ
る
0
勞
働
衮
階
級
及
び
中
間
階
級
の
狀
態
惡
化』

を
ヤ
ン
^
案
に
歸
す
.る
こ
：と

を

得

れ

：ば

、

_
ボ
資
本
は
、
國 

對
し
て
>
外
國
勢
力
.に
對
抗
す
る
必
要
を
理
由
と
：

A

て
、

平

和

政

策

を

：要
：求

す

る

：こ

と

が

出

來

る

の

で

あ

る

。

■ナ
チ
ス
が
、
客
観
的
に 

は
、
獨
杏
資
本
.の
利
益
代
表
者
と
し
て
、
す
べ
て
の
事
態
;？
:
ヤ
ン
グ
案
に
神
し
附
け
て
し
ま
ぅ
と
と
は
明
か
で
1あ
る
：。
：
ナ

チ

ス

は

、

大 

ナ
チ
ス
の
擦
頭
み
び
そ
.の
：經
濟
政
策
め
，
社
會
經
濟
的
基
礎

 

㈣セ

ハ

六M

七)



ナ
チK

の
擡
頭
典
び
そ

.

.の
經
濟
政
.策
の
：社
脅
經
濟
的
難
礎

-.
-

四

\

(

山、

S

 

衆

I

シ
グ
案
に
：よ
：つ
.

I得
し
，や
.ぅ
t

た

o.
ぶ

基

助

し

た

やI

I

。
S
.
P
.
D
と
K
>
?
.
D
.

は
士
も
1

賠

償

問

題

の

.藤

を

叫

ん

だ

。
.
し

.か

し

な

が

ら

ノ
 

坭
經
濟
恐
&
の
：原

因’で
は
な
い
o
賠
償
及
び

.®
彼

：の
.負#

f

、
w
そ
の
債
權
者
も
と
も
忆
、
恐
慌
に
見
舞
は
れ
；て
ゐ
る
事
實
は
、
こ
れ 

を
立
證
す
る
も
の
で
：I

。
ヤ
ン
I

に
よ
っ
セ
、
ド

ィ

ツ

資

本

主

義

が

國

際

資

塗

變

裏

る

地

位

美
下

し

た

I

は

養

？ 

ぁ
る
力•

、
革
命
的
勞
働
露
級
か
、
資
本
家
と
と
も
に
、
_

こ
の
ヤV

ン
グ
.案
を
克
服
す
ベ
き
.
で
は
な
く
し
て
、

こ
の
際
を
利
S
し

て

、

資
 

本
主
義
に
：一.

1

加
ふ
べ
き
で
I

:た
O 

I
ツ
勞
働
者
階
級
め
.代
表

者

は

、
.か

く

 Q

如
き
主
張
を
な
さ
な
か
竟
の
で
I

O
 

.

改

良

義

が

、
.か
く
の
如
き
行
動
に
出
て
：な
：か
っ
た
.

I
は
、
警

 

完

全

に
市

民
 

化
さ
れ
.て
ゐ
る
。
そ
れ
は
安
定
期
に
S

1

“シ
f
ト
レ
i

マ
シ
g

恵
的
賠
償
實
行
藥
を
採
用
し
た
。
而
し
て
、:
I

に
お 

ぃ
て
は
、
益
々
明
肖
に
國
民
主
義
.的
と
な
つ
た
。
K
.
P
.
D
に
お
.い
て
も
、
.

1
は
同
じ
で
t

o
と

X
.で
も
、
'ナ
チ
ス
を
克
服
す
る 

の
に
國
民
社
會
、謹
的
慕
を
部
分
的
に
採
用
す
れ
ば
よ
い
と
考
へ
：ら
れ
て
ゐ
た
。
'故
に
、
_

 

「

ヤ

ン

グ

案
 

奴

請

「

植
民
地
ド
ィ
U

や
ぅ
な
言
辭
が
用
ゐ
ら
れ
た
。

i

 一
 

O

I三
.

I
各
、
'ベ

ル

リ

ン

•

ぶ
プ
ク
ネ

:

ノウスにはソウ

H
.
1

ト
• 

a

シ
ア
に
失
業
者
な
し
、
ヤ
ン
グ
案
下
の
ド
ィ
ツ
は
四
■

の
失
業
者
あ
り

」

と
い
ふ
ビ
ラ
が

掲
げ
ら
れ
て
ゐ
た
。
馨
は
雙
解
放
鬪
爭
が
社
會
的
解
放
鬪
爭
に

先
き
立
っ
■ベ
I

I
唐

し

た

の

I

る

。

ャ
ン
グ
案
の
.負
檐
は
？
フ
ァ
"

シ
“

運
動
擡
頭
の
根
源
的
根
據
I

な
い
。
.そ
れ
は
、
：ナ
J

が
、
そQ
S

M

お
い
て
、
I

て

押
し
巡
I

I

 
一
 

f

 
零

 

i

l

l
る

。

け
る
フ
ァ
シ
ス
^

の
進
展
は
經
濟
狀
態
;0
1
化
^

完
全
に
ヴ
^

し
て
隹
ん
^

^

る
^
し
办
ら
ぼ
ノ
知

こ
：
：
の

恐

慌

に

お

，
い

て

パ

前

進

し

な

.か

づ

た

か-'
0
こ

れ

に

答

，
へ

る

こ

と

が

攻

の

^
題

で

な

け

れ

ば

な

ら

ね

:-
0

ズ 

;

‘ 

：

4、

. 

.

■
，…

.一

:

ン

■.
.
'

 

. 

.

. 

 ̂

- 

n
- 

r 

.

.

. 

.
:■
-

.

: 

'ニ

:,
.
■

:

こ
、
に
、

# 

:

;の^
览

作

用

i
た
の
で
ぁ
る
か
o
;中
間
階
級
^

注
產
過
遞；

に
.お

-I
t
.る
小
生
產
#
'<
b
し
て
の
⑽
位
に
ょ
つ
て
、
そ
れ
自
體
の 

政
继
对
ふ
义
浩
不
可
能
で
看
ぽ
中
間
階
顧
は
、
.
.：翌
し

て

.、」

：
歷

史

を

進_

し
め
た
ネ
と
が
な
い
0
名

^

ジ
1
か

、
：：
ブ
ロ.レ
タ
リ
ヴ
丨
;;
:>办
の
丧
綱
に
令
ょ
0
て
ゐ
る
。
：沒
落
廣
本
主
義
に
お
ぃ
■

利
谓
が
益
々
低
下
す
る
,

ル
ジ
、
日
ア
ジ 

1
漱

被

都

诹

潘

、の

圣

戰

發

間

隙

を

座

ぜ

し

め

ね

ば

t

舞

恐

慌
_
に

お

い

て

せ”
冲

間

階

級..の
狀

態

は

”

霞

者

階

級

の

そ

れ

と
 

同
様
な
狀
態
集
す

.の
■.で

老

ぼ

こ

の

と

1

當
つ
て
、
.中
間
階
級
が
霸
者
階
礙
i
の
奢
戰
線
に
名
て

、
.

獨
占
資
本
に
對
す

 

る
戰
端
を
1
始
す
る
.も
の
幸
れ
ば
、：
獨

占

資

茗

奪

;|
±
、
詹
に
1

則
.

8
で
あ
^

1
か
ネ
に
、
'こ
？

た
。

一
'&
裳
同
肩
線
に

^
い
ズ
糊
:#
す
る
代
り
哀
,>
勞

-|
1
:#
階
澈
た
對
す
る
_
淨
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ー
陣
營
に
^
つ 

た
'の
で 

|

::
0
こ
、
：：に
、
-勞
働
者
政
黨
の
誤
_

ぁ
'0
た
。
s

.
:p
iD
.

s
'u
:*
t
、

-K
,
p
.
.
.
p
e
m
l
^

_

s
と
，の
.共P

戰
■
を
拒
絕
し
_

ほ

p, 

.
Pは

多

緣

興

に

>

.ル
■

芫

さ

私

て

案

め

：&

ぁ
.る
■

_

組
合 

の
.
.慕

i

じ
て
〒
樹
ほ
■

暮

餐

者

の

_

分

を

指

赛

■

农

'る

力

名

く

、
：凄

ブ

ル

，

日
ア
化
.的

方

想

拿

見

另

 

そ
；の

：ナ
チ
、
ス

に

對

す

る

共

同

戰

線 

ナ
チ
ス
の■

■
笑

の

審

政
5

f
:潔

義

顧 

I
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六

で

ノ



ナ
チ
ス
？
霞
顧
及
び
そ
の
經
濟
政
策
の
：黎
顧
濟

1

谶 

§
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六
六0

)

. 

を
自
ら
放
棄
し
龙
,'
°
こ
.、

-K
バ
S
，
:P
.
*
D
^
ブ
ル
.
'
.
ジ
.与
ケ
管
僚
的
幹
部
裳
敗
と
1<
.
'
，
ア

;.
*1)
の
：小

兜

病

的

央

敗

が
$>
'
る
0
;
'
_

::

冲
間
階
級
め
大
軍
を；

反
革
命
の
陣
廣
に
途
ら
;:
'
1
>
め
た

-*
徽

耍

因

は

、
#
來

少

間

階

級

が

雪

者

政

谶

の

：側

に

泣

た

鬼

か

つ

た

囊
 

で

あ

るo

®

_;K
♦
い
ズ

は

、.，
中
；間

階

級.は
，ノ
ー
そ,(
0
:置

;o
霧

に

照

傭

瓜

て

：

0
布

掘

的

政:«
の
：代

表#
を

選

出

し

た9

_
後

に

炎
> 

て

も

、
：
こ
の
，狀

態

は

變

吡

^
て
：ゐ
-&
妒
：？

沖1
:へ
；：.ン
：
ッ
：
ォ.；レ
ル
：

ン
：.

王
家
沒
落Q:

後

.

y

お
け
备
攔
民
議
會
へ
の
選
擧
に
お
い
氕
、
社
會
主 

籤
政
黨
凇
-:
'

■

••
!

め
四
；̂

:
•伍
^

社
'%
拔
击
嘗
ー
七
:.
:::
九
^
パ

獨

盡

養

等

;'
#
%き

;^
得

た

に

迦

ぎ

勞

働

者

階

級

の

一
 

部

汾

杖

、-篇
满
並
に
そ
の
後
に
淑
い
て
,
.：_

篇

及

：び

民

生

篇'5
:
激

顧

し

た0
.
.
卞

イ

，
全

人

ロ0
約

五
0
^

を

占

龙

の

大

剖

分;^
世

.'
#
由

韻

政

霍

を

選

寧:1
.た
0 .
で

あ
;^
が

;-
-
'
め̂
，_
は
-
¥問
題
浪
^

^

|生
翁
的
で
社
な
い
0

#
の
'階
級
に
對
し
：て
は
、

•

 
.

'

 
•

'

.

 
'

:

 

.

.

.

.

社

會

虫

義

は

殆

ん

.

吸

引

ヵ

ネ

持

つ

:^
:
ゐ

な

い

め

，で'2
>
石
0」

即
ち
”

«
餘
の
諸
階
:»
は
資
本
座
義
維
持
の
：立
場
に
ぁ
づ
た
0
:

.

恐
慌
時
に
お
い
て
、ぃ
中
間
階
級t

狀
態
が
激
化
す
る
こ
士
は
^

に
述
べ
た
が
で
こ
の
狀
態
の
ブ
b.

レ
ク
リ
ア
化
の
過
程
に
對
し
て
、 

沖
間
階
級
が
如
何
に
し
ヤ
ダ
反
.革
命
的
態
度
：を
取
る
に
■
つ
た
か
：の

問

獨

は

朱

だ

淺

^
で
.か
る
0
:こQ

間
題
を
論
ず
る
に
當
つ
て
は
、
：

.

中
ni
l
階
顧
の
f
々
の
蕾
に
つ
如
て
論
じ
な
け
れ
邳
な
ら
ぬ
.が
、
.そ
：の
個
々
の
.差
#
に
拘
ら
淨
、
v i

致
し
て
ゐ
る
點
は
、
.中
間
階
級
の
ブ 

e

レ
タ
リ
ア
北
咖
此
敕
狗
最
-a
o

.-
m
來
事
で
本
る
と
い
ふ
こ
と
で
ホ
る
げ
戰
前
の
冲
間
猜
級
^
お
い
て
は
、
い
ま
だ
こ
の
過
程
を
見
る 

と
と
は
此
來
ぬ
。
而
し
て
''
'
:こ
の
ブ
ロ
レ
.タ
リ
ア
化
の
；過
程
は
、
中
間
階
級
の
心
理
的
傳
統
に
背
い
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
0
彼
等
は
、 

こ
の
：過
程
:ft
對

し

：て
、

非

ブ

户

レ
.タ
;'
«
ア
化
と
い
ふ
心
持
^
も
^
て
”
對
す
名
允
至
^
た
タ
恰
度
^
期
の
勞
働
者
が
機
械
破
壤
を
も
つ
. 

て
、
。
機

械

に

對

し

た

の

^
同
t
で
'.あ
^
。
，.
.
'而
レ

て
”

^
チ

ズ

の

鍊

題

找
-^
な

解
決
を
約
束
す
^
こ
へ
と..

H,.

よ
O'
-
-で
、
'老
输
に
)̂
-
:
.
中
間
踏
級
|:
-
-組
綠
す
.る
^.
|)
.
:つ
..今

.

，
' 

.
'

'
.中
間
階
級
の
大
部
分
が
市
民
的
败
霉
の
|亥
持
#
で
あ
る
乙
.と
は
旣
に
い
0:
た
。
1|
人
層
^
對
1,
:
て
は
、
こ
の
こ
.と
ぼ
統
1+
的
に
立
.證 

す
-を
こ
と
.が
出
來
る
。
#
働
者
階
級
.に
'
4い
.て
は
、
ゝ
そ
.ゆ
約
八
割
ま
セ
が
、(

自
由
勞
働
組
合
に
加
入
し
、
從
つ
て
、
社
會
主
義
團
體
を 

吏

持

し

、
、
そ

の
_

の

讓

.
5
.が.市

民

的

團

體

益

入

导

參

？
し
か
を
に
勸
人
曆
に
お
‘い
て
は
、
關
係
は
そ
.の
|
で
あ
る
。.：
ー.ー
 

七
.多
强
が
自
由
勞
働
.組
合
ぬ
加
入
し
、
三
分
の
-:
妒

市

民

的

團

體

：に
加
入

.し
て

ゐ'る
o
:從
.裳

：、'
:資
本

主
1§
維

持

の
.ィ

デ

ォ

”
ギ

ー

か 

ら

解

放

ぎ

れ.て
ゐ

な

いP
:こ

、
ft
，

ナ

チ

ス

の

ィ

弟

オ
”
ギ

ー

机
#
給

さ

れ

た

。#:
^

ひ

思

想

で

あ

る0 .
'
勤

人

曆

の

狀

態

を

惡
 

化
や
し
め
た
も
の
は
、「

マ
ル
ク
X
的
阈
家
1_
!
0失
政
喰
あ
0
て
、
そ
れ
は
勞
働
者
と
，

事
務
家
と
の
區
肌
を
撤
廢
し
や
ぅ
と
す
る
。 

.し
か
る
に 

>
:ナ
チ.

K

は
、
身
分
蘭
家
於
よ

'つ
：て
、
#
等
に
'特
殊
身
分
を
與
ベ
。
.そ
^

よ

き

夢

の

實

現

を

約

束

す

る
こ
と
^
あ
つ
.；て
、::
'.;缺
等
を：

ぞ
€>
,陣
t

i

_

4の.で
あ
“
る:0
.し
.如
も
、
：：恐
慌
の
經
驗
は
い
ま
だ
頌
き
に
過
ぎ 

て
、
中

麗

級

'の
_
腦

暮

改

せ

.

.し
め
な
：い
し
、
.?1
實

を

嵐

視

「

し

，

，̂
の
，
プ
，'ロ1>
タ
リ
ア̂

に
«

む

方

が

心

现

的1C
は

樂

で

あ

るP
.IW
し

て
、
.
.
こ
^
夢

の

實

現.の
：可

能

性̂
、
/
ナ

チ

务

は

：ド
：
ィ
ケ
の

^
外

的

解

放

の

後

に

、
、
'約

柬

す

る

o 

帝

國

主«
的
*國
民

主
_
的

意

驄

は

：、
勤

人

曆

の

ィ

.デ
；オ
，ロ
ギ
ー
ftj

致
ず
.る
0茹

<:
.
:て
：：、
ゝ
そ
；
の
：
國

民

主

_
は
：
 
一
*
强
調
せ
ら
る
、
の
で

-

.
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1
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.

. 

I
'
v
: 

■

.

.

、

へ

へ
都
市
中
間
階
級
と
し
.て
0
小
商
3:
業

者

も

沒

落

資

本

主

義

：に
お
け
.る

ブ

'«
や
 

，
均1

商

店

旮

貨

店

。
消

費

組

合

の

强

-*
&
競

檗

ぬ

遭

遇

ず'る
。.
而

し

で

、

「

小

工

業

ぬ̂

つ
^
は
.、
_大
：響

：の
：競
爭
を
痛
感
す
る
。
他
方 

ナ
.
.チ
ス
み
癦
要
.び
ぞ
：
の

馨

髮

©
參

經

濟

攸

恶
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チ
チ
ズ
の
據
頭
及
^
そ

©
|
|
^
策<?
>
瓧
會
綞
濟
盼
基
磔

 

五
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六
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波

等

は

租

稅

並

：ぬ
、
社

會

的

負

»

の

加

孽

ぬ

壓

舊_

る
0
こ
の

傾

向

は

、
：
：

.恐
慌
.の
深
化
と
，と
も
に
激
t
さ
を
叫
へ
る

'

。

こ

の 

踺
迫
が
沒
落
黎
生
義
め
合
：理
化
過
程
f

.
る
翦
腿
で
あ
：る
.

I
を
：、

彼

等

は.意
識

し

な

：いO
V.彼

M
舍

の

競

爭

を

排

擊

し

、
租

税

輕

減

の

一

婆

因

と

し

.
て

の

社

會

政

策

的

費

用

.の
節
減
を
要
求
す
る
。
而
し
て
、
こ
れ
ら
の
點
に
お
い
て
、
 

$

.
ス
6
.
1
:
壊

等

憲

場

、
.：；一:
0
慰

安

，
で

あ

る
9
が
く
て
、
都
市
中
間
階
級
I

.た
|

ス
め
陣
營
に
誘
：は
れ
て
行
く
。

&
:れ
と
同
«
の
ど
_
:と：は
、
農
民
：£
づ

い

，
て

も

^

ひ

得

る

:,
0

恐
：慌

以

前

、に

お
.い
て

は

、

農

民

：の

經

濟

的

破

局

に

つ

い

て

は

-
法

赁

亡

ら 

■る
、

と..こ
ろ
が
：殆
ん
ど
な
か
つ
た
？
恐
慌
と
と
も
：.に
'
農
產
物
の

彼
等
の
永
め
る
と
こ
5-
'
は
、

穀

物

關

税

の

制

定

，で

あ

り

、

投

下

資

本

；に

對

す

る

利

子

引

下

げ

で

あ

る

。
：
利

子

5!
下
げ
に
關
し
て
は
、
ナ 

.チ
ス
は
，
利
子
奴
隸
羿
破
を
も
つ
セ
'
宣
俾
U
た
卞
利
子
蚁
隸
制
ぬ
打
破
、
即
ち
貸
怵
資
本
の
打
倒
は
、
そ
れ
が
資
本
體
系
のj

‘'を 

形
成
し
て
.が
る
(0
で
あ
.る
知
ら
、
”全
資
#
电
_
馨

の

.變
革
に
.ょ
つ

て

，の
：み
\
そ
の
排
除
は
^
能
で
あ
：る
：に
も
拘
ら
ず
、
ナ
チ
ス
は
、 

單
に
貨
付
資
本
か
ら
の
.解
放
を
着
し
た
。
沢
生
產
宥
と
じ
て
の
農
：與
は
ハ
そ
：の
.經
濟
的
苦
境
0

い

セ

、
僅

か

：に

こ

、

に

そ

の

 ̂

見
出
1.
た

0;
?;
ゃ
る
0
'穀
慣

望

げ

.の
農
業
霖
比
、
■奢
地
所
有
孝
を
利
益
S

局
に
お
い
て
は

、

中
小
農
家
の
不
利
.益
.に
到
達
,
が
.の
で
お
る
.が
、
.彼
等i
尙
吸
.V
Vこ
0;
跳
策
1
要

求

す

る

，タ

彼

等

は

，
こ

の

政

策

に

ょ 

づ

‘で
、

所
期
一
の
利
益
I

げ
る
こ
と
を
得
がS.

の
.で
1
尙
ほ
更
ら
に
土
地
獲
得
I

カ
ボ
る
o
而
，し
て
、
そ
の
土
地
生
產
物
の
I

昂 

騰
政
策
を
要
水
す
る
。
こ
れ
に
對
し
.て
、

キ
チ
，ス

は

て

ゥ

タ

ル

キ

ー

論

を

も

，
っ

.て
>
坐
.活
齋

料
00
:
§-
給
_
足
を
主
張
し
、
農
民
の
利
益 

を
增
迆
ず
る
か
'の
.如
き
生
張
を
^
す
の
で
ぁ
ざ
が
>
-;
;
/そ
れ
が
«;
に

大

土

地

所

有

，の

利

益

增

迆

政

策

で

ぁ

.る

.こ
と
は
、
旣
に
述
べ
^

で 

l
a
.
:
.
'.
.
' ； 

く 

' 
.
.■「

り

、

.
v-
'
>

》
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ン.

.
か
く
て
、
ナ
チ
ス
は
そ
の
大
衆
的
栽
礎
と
し
て
、
勤
人
脉
•獨
立
都
市
中
照
階
級
•農
民
を
有
す
る
の

で

あ

る

が
、

.
運
動
の
組
織
者

と
 

し
て
は
、
知
_
的
中
間
階
級
及
び
就
中
舊
軍
人
及
び
土
地
貴
族
的
反
動
分
子
を
有
す
る
0
ヴ

-
ル
サ

イ

ユ

f

お

は

、

先
づ
ド

イ

ツ

に
對 

し
て
大
規
權
の

軍
縮
を
邀
衍
せ
し
め
た
。
^
が
る
に
ド
イ
ネ
に
お
い
て
ゆ
>
;戰
前
封
建
的
軍
事
的
傅
銃
を
有
す
る
苺
大
な
：軍
隊
を
有
し 

て
ゐ
た
し
、
戰
時
中
將
校
團
の

著
し
い
擴
張
が
あ
つ
た
o

:

從
つ
で

、
；.
傲

戰

の

；
卞

，
イ

ツ

；
に

お

い

て

は

-;
>

聯

合

諸
國
に
お

け

る

ょ

り

は

著

し
 

い

軍
縮
が
要
求
せ
ら
れ
た
o
,こ
.
れ
ら
の
將
校
は
恩
給
を
給
せ
ら
れ
て
退
職
し
た
の
で
あ

る

。
從
つ
て
、
い
ま
や
、
從
前
の
將
校
か
ら
成
 

る

瓦

大

な

金

利

衣

食

諧

群

が

發

生

し

.、

! '

ナ
.チ
.
ス

の
陣
營
を
璺
富
な
ら
し
め
.る
要
素
と
為
つ
て
ゐ
た
。
ナ
チ
.ス

は
、
彼
等
が
带
政
ド
イ

ツ 

に
お
い
て
、
.

I
し
：て
：.ゐ
.た
イ
デ
ォ
：
ロ
ギ
1
を
採
り
入
れ
て
、
彼
等
を
獲
得
し
たo;

國

民

義

•
.血
•人
種
•土
.地
•
反

圏

主

義
•
反

マ 

ル
ク
ス
生
義
•JX
:ユ
ダ
ャ
主
.義
•反
平
和
生
義
の
如
き
.が
、
:.
'
こ
れ
で
あ
る
o
か
*
で
、
.ナ
チ

，
ス
：
.は
、
從
前
の
：.靡
人
昏
に
ょ
つ
て
、
そ
の
運 

動

籮

織

形

態

が

與

へ

ら

れ

ー

知

識

階

級

.
の

1
部

が

、
.
そ

の

：
イ

デ

ォ

ロ

：ギ4
を
^

 

ノ

.
'知
識
階
級
は
、「

中
間
階
級
の
.1

で
’
.あ
る
が
、
：，：1:

般
中
間
階
.級
：の
ブ
ロ
.レ
タ
.リ
ア
：化
の
.過
程
は
、
向
じ
.

M

知
識
階
級
に
も
作
用
し
た
,0

■ 

, 

■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

イ
ンN

ラ
チ
オ
ン
に
お
.い
て

、
彼

等

は

：そ
；
の

財

產

を

喪

失

.す
る

士

あ

も̂

:'
'
'
.
彼
等

の

：所

得̂
漸
次
減
少
す
る
に
0

つ
た
。
し
か
る
に
、
. 

知
識
階
級
數
に
お
い
て
は
反
つ
て
增
加
し
て
ゐ
る
9
戰
前
に
お
け
る
ド
イ
ツ
大
學
の
學
坐
數
は
七
萬
で
あ
つ
た
が
、
戰
後
に
お
い
て
は 

約
そ
.の
.ニ
倍
に
達
し
て
ゐ
る
0
故
に
沒
落
資
本
虫
義
.下
に
お
.け
.る
彼
等
の
地
位
は
勤
人
.層
の
.そ
れ
：と
.同
じセ

..

あ
る
。
產
^

の
法

 

則
は
こ
X
に
も
行
は
：れ
.て
ゐ
るo

か
く
の
如
く
、
知
識
階
級
€>
ブ
：
«
. 

K
タ
V

T
化

過

程

が

激

甚

で

，あ

.れ
ば

、
；
あ'る
ほ
.ど

そ

.の

心

理

的

過 

ナ
チ
ス'の
：據«
及
び
.そ
の
：經
濟
政
策
の
：肚
會
經
濟
的
甚
礎
.：.，

 

'洱

三

(

六
六
兰

〉



.

ナ
チ
：ろ
の
*

頭
及
び
そ
^

癣
濟
软
_

の̂

會
經
濟
襄
礎
. 

五
四
.

:

程
.と
.して
 

> 
知

識

疆

：と̂
ロ
；.レ
：ダ
リ
ア
r
ト
.と
0,
差

異

：が

強

調

せ

袭
.る
';
'
0
,
恰
度
國
際
資
本
主
義
の
作
.用

が

屋

0 .
特
殊
性
を
咸
少 

■脅
し
め
づ
乂
^
る
と
き
に
メ
民
族
的
特
質
が
强
調
梵
ら
^

と̂
岗
様
で
赵
る
^
か
ふ
^
 

そ
の
意 

«
パ
當
然
の
結
粜
と
し
.て
.ナ
チ
.ス
陣
營
に
包
含
せ
ら
凑
.
に̂
至
：，る
^

 ̂

V
/ 

;
:

、

;

:

:
か
く
て
、
.中
間
階
級
は
、
そ
.
.の
客

觀

的

狀

態

と

、

こ

れ

や

裝

的

反

對

作

用

の

結

果

^
し
て
ー
ナ
チ
大
陣
營
に
誘
は
れ
、
ナ
チ
ス
陬 

營
を
强
カ
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
が

}

チ
チ
，ス
.陣
營

を

相

崎

的

に

强

カ

：な

ら

し

め

た

要

：因

ど

じ

て

ー

勞

働

者

階

»

に

お

け

る

共

同

一

改 

の
缺
如
が
あ
つ
た
.
0旣
.に
記

し

た

や

ぅ

，に
、

S
o
p 

•
D
i
K
v
p
i
D

と
の
對
立
.，
相
互
排
斥
は
ド
ィ
ツ
勞
働
奔
階
級
の
政
治
的
鬪
矫
カ 

を
弱
め
、ぐ
フ
ァ
ッ
シ
ズ
A
陣
營
を
强
カ
な
な
し
め
た
デ
而
し
て
ン
ド
イ
ツ
經
濟
恐
ヾ
慌
の
加
重
ぼ
ャ
獨
内
資
本
主
籤
を
し
て
フ
こ
の
腋
迫 

ヵ
ら
脫
れ
し
め
る
政
治
的
要
因
.と
し
て
の
ナ
チ
ス
を
利
用
せ
し
む
る
に
至
っ
た
の
.で
あ
る
0
ブ
リ
.ユ
ゥ
二
ン
グ
、
パ
]'
•へ
ン
->
シ
ユ
ラ 

ィ
ヒ
ャ
ア
の
諸
內
閣
は
、
そ
の
.獨
裁
的
政
權
を
も
0
'て
す
.み
も
，
ド
ィ
ツ
の
經
濟
恐
慌
を
克
服
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。
，ハ
く
て 

ょ
り
ー
曆
强
カ
が
獨
栽
的
權
カ
を
裔
す
べ
き
ナ
チ
ス
内
關
が
匕
ッ
ト
ラ
^
と
パ
-ト
ベ
ン
と
フ
丨
ゲ
ン
ベ
ル
タ
の

•!
立
内
閣
に
ょ
っ
て
、 

成
允
し
た
？ |

九
'三
三
年
，

|

皇
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
9
こ
の
內
間6+

最

初

の

課

題

：は

、
，

.ド
ィ
’ツ
.資
本
主
_
の
內
部
的
對
立
の
要
因 

で
あ
る
共
產
电
義
时
*
社

會

民

主

主

義

的

，
自

凼

主

義

的

諸

勢

力

の

掃

蕩

：に
：あ

^
て
フ
數
ケ
H
怒
も
っ
て
、-
そ
の
業
を
終
べ
た
o,
次
に 

來
る
も
の
は
、
.聯
立I

閣
の
弱
點
を
克
服
.す
る
.こ
と
で
あ
っ
た
0
,
:
.
フ
J
ゲ
.ン
べ

ル

ク

の

鐵

兜

團

以

下

，
の
ナ

.チ
ス
' の
友
黨
さ
へ
も
、
摔
汶 

を
命
ぜ
ら
れ
で
、
そ
の
獨
栽
的
權
カ
を
增
加
し
た
デ
か
ぐ
-の
如
き
獨
裁
的
ヒ
^
ト
ラ
ア
內
閣
は
來
じ
て
ょ
く
ド
ィ
ツ
資
本
主
^
に
さ
け 

る
危
機
的
恐
慌
を
克
服
し
た
か
0
そ
の
た
め
の
政
策
.は
.如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
^DQ.'

で
あ
る
か
o'
こ
れ
が
以
下
の
間
題
と
し
て
說
月

,

J

H
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パ
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'
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:
ナ
チ
ス
'政
權
把
握
後
の
第
ー
の
任
務
は
、
反
資
本
.壬
義
政
黨
並
に
ナ
チ
ス
に
好
意
を
持
つ
て
ゐ
な
い
政
黨
團
體
の
打
倒
で
あ
る
。
即 

t>
K
f
p
.
D
の
打
倒
を
第一.

と

し

、
：
更

ら

に

：、
S
«V
.
P
;
，
D
に
及
：び

、
，
中

央

黨

の

如

ぎ

も

,1
:そ
^
例
ぬ
漏
れ
な
へ
か
o
た
.。
加
之
、
ド
イ
ツ 

國
權
■
.
の
飯
き
も
*
チ
チ
ろ
，に
改
組
せ
'ち
れ
る
に
至
':つ
た

;：
0
か

ぐ

の

如

き

敵§

打
倒
は
流
血
の
.慘
事
を
さ
：へ
'伴
つ
'て
：'行
は
れ
た
o
-そ 

れ
は
ー
不
タ
リ
1
-«
フ
ァ
.ッ
シX:

卜

黨

の

反

對

黨

掃

蕩

政

策

ょ

り

：も
荒
酷
ー
に
行
は
れ
た
：

9
そ
れ
は
ド
イ
ッ
■
本
由
^
は

，

ィ

ダ

リ-1
:
の 

そ
れ
ょ
り
も
、
高
度
で
あ
り
、
從
つ
て
'
ぞ
の
社
會
的
政
治
的
對
立
：が
激
化
し
で
ゐ
た
か
ぢ
で
：あ
：る

.0
ド
イ
ツ
.獨
占
資
本
は
、
^

に
ブ 

リ

ュ

ゥ

一

一

ン

グ

內

閣

に

ょ

つ

て

ノ

緊

急

令

に

ょ

る

獨

裁

を

行

つ

で

來

た

。

.
W
か
も
、
.そ
れ
.は
尙
.ほ
議
會
政：

洽
の
_

を
|
部
分
維
持
し 

て
.來
た
。
獨
裁
の
程
度
は
可
成
：に
進
展
し
た
の
で
お
る
が
、
尙
ほ
幾
分
の
自
由
性
を
淺
し
て
置
い
た
。
.-'
,政
«
に
‘
.お
い
て
も
、
.思
想
に
お 

い
-て
も
さ
ぅ
节
あ
つ
た
o
L>
が
る
に
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
の
把
權
は
ー
；切
.む
自
由
性
茫
否
定
し
た
0.
政

黨

に

.お

い

て

は

勿

論

で

あ

り

、

思
想 

に
ぉ
い
て
も
、.
.學
校
*-
:フ
.デ
：ォ
：*劇
場

等

：に

お

い

て

も

、

ず

べ

て

，の
：
非

國

民

社

會

书

義

的

な

も

の

は

否

定

せ

.ら

る

、'に
至

つ

た0 

.'
■.從

來C

政

治

的

變

革

に

ぉ

，
い
そ
、
交

«
せ

ぢ

る^
'̂

の
'は

^

に«
ぬ
の
上
層
部
分
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
罾
本
主
義
的
對
立
の
激
化
は
、 

反
動
的
政
治
改
組
を
W
そ
の
下
部
に
ま
で
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
：

」

一
切
.の
阈
家
機
_
の
關
係
者
ば
、
從
來
.の
も
、の
：が
排
さ
れ
；て
、
チ
チ
ス 

關
係
者
を
も
つ
觉
補
は
れ
た
0
ナ
チ
'ス
と

國

家

機

構

と

の

同

一

化

で

.あ
る
。‘
全
國
家
機
權
の
獨
占
化
で
あ
る
？
そ
^
は
、
次
の
如
き
三 

つ
の
特
質
を
.有
す
る
。

:
:

ジ
'
:
.

パ

,

.
:
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:
>
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:
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瓲
會
經
濟
的
甚
礎
マ 

五
苏

.

(

六
六
波
>



ナ
チ
ス
の
擄
頭
及
：ぴ
そ
-の
經
濟
.政
*

の
.社
會
經
濟
的
甚
礎 

五

六

(

六
六̂

.I 

階
級
鬪
S

對
陣
に
お
い
て
、
フ
ァ
ッ
' グ
ズ
ム
は
先
づ
そ
の
敵
對
陣
營
の
首
腦
部
を
掃
域
し
、
著
に
そ
の
全
組
織
を
破
滅
亡

し
め
'
.
=
去

の

：|
.
.
切
の
.合
法

性

を

迫

奪

す

る

パ

：
ヾ

'
”
:
:
:

リ
_'\
ぺ
，
'

1
1

か
ズ
て
、，一
切
の
狀
態
の
：報

道

に

擎

る

機

關

を

蟹

する
®::

小
學
校
か
；ら
大
學
に
い
■た
る
ま
で
の
；思
想
獨
由
，
新
聞
か
ら
ラ 

デ
オ
.

：•「

腴
窬
に
v>
;
た
|

で
.の

思

藉
'道
機
關
.の

獨«:
1
1を
實
現
ず
る.
0ン

/
バ
プ 

'

.、三
り
從
つ
て
ご
政
治
i

.
の

塞

な

獨

そ

の

塞

な

權

ヵ

I

現
が
行
は
^

:

か
く
の
如
く
、'
.

1

切
の
國
家
機
鞲
を
獨
占
し
た
ナ
チ
I

'
 S

會
問
題
を
解
決
し
得
た
か
。
I

は

、
；
こ
の
：問

題

を

一

部

分

解

決 

し
た
o :

即
I

チ
：|

係
者
に
對
し
.て
そ
の
I

が
有
利
I

つ
た
§
 

I
。

に
投
票
し
た
も
の
は一:

千
七
百
萬
2

.る
が
、
.i

:ズ
I

把
握
以
前
の
關
係
者
は
、i

及
び
S
裏

 

N

S

D

A

P
の
組
織
蕾
は
約
苗
六
十
萬
鏡
し
て
ゐ

.た
。，I

約
二
百
萬
人

湯

し

て

は

#

^

こ
れ
ら
の
人
々
に
對
し
て
は
、
國
防
乎
：雲

•補

助

醫

•新
設
黑
色
國
防
軍
•そ
の
他
す
.ベ
て
の
行
政
機
關
•
勞
働：

組
f

協
同
組
合
• 

疾
病
保
險
|

そ
の
他
の
參
關
係
機
I

I

的
I

職

し

得

た

し

、
I

.
局
1

5

社
會
|

鐘
働
者
を
解
屑
し
て
、 

ナ
チ
I

働
奮
雇
備
せ
し
め

$

1

政
策
が
採
用
さ
れ
た
。
故
.に
5

 K

關
係
者
の
I

問
題
は
大
德
お
い
て
解
決
せ
ら
れ
ヒ

J

. 

.
»
. 

. 

• 

■ 

• 

; 

- 

. 

. 

' 

•.

ナ
チK

は
こ
れ
以
忐
社
會
問
題
を
解
決
す
る
意
圖
を
持
つ
て
ゐ
な
い
も
の
で
t

o
そ

れ

は

、
國
民
社
會
主
義
に
お
け
る
社
會 

主
義
の
聞
却
で
f

、
國
民
主
義
の
强
調
で
あ
る
。
フ
1
ゲ
ン
べ
，ル
ク
の
失
脚
.に
い
た
る
ま
で
、
他
人
は
彼
I

進
的
な
i

に
針
す

る
防
禦
者
と
し
で
.

見
'

P

な
だ
9 
.b-
が
る
、に
、

フV

ゲ
ン
べ
ル
'

グ
'

の
：失
^

^

ン
即
ち
'ず
；べ
：て
办
市
民
的
政
黨
及
.び

圑

體

の

解

消

後

ナ

チ

'
ス 

ほ

「

革
命
の
終
焉」

と

「

迤
化」(

£
:く0
1
£
0
1
1

)

：の
.時
期
の
.來
0
た
'こ
と
を
宣
言
し
た
0
一
 

九

三

三

平

六

月

べ

ル

リ

ン

に

お

.げ

る

ヒ
ッ
ト 

:ラ
ア
の
演
說
は
ょ
く
こ
の
こ
と
を
表
規
す
る
も
‘の
'で
»'
る
ド
^

^
こ
0;
:演
說
の
'中

で

：、

政

治

的

權

カ

.は
：急
激
に
克
服
奪
取
す
る
と
と
を 

必
要
と
す
る
が
、
經
濟
間
題
に
づ
い
て
は
、
他
の
猜
法
則
が

#'
し
、
ぶ

炎|:

步
前
進
し
.て
、：
破
壊
的
變
革
釔
試
み
る
こ
と
な
く
、
人 

々
の
生
活
の
嚴
礎
を
#
ゎ
^:
か
.し
'て
は
な
:̂
办
と
と
、
.而
し
て
、
.經

濟

的

改

键

官

僚

的

に

は

行

は

权

得

な

い

、

こ
.
の
場
合

侗

人

の 

.能
カ
を
最
も
ょ
く
利
;0
-
す
.る
.こ
.と
.が
，、

ド

ィ..ツ.國
民
の(

幸
福
で
あ
.
.る^
を
語
つ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
：.、
フ
.ォ
ン
.
•
.
ク
ル
ッ
：ブ
l

m
需 

品
工
場
主
•
資
産
一I

«

五

中

萬

>
ぃ
ル
ク

.

h

.

は
、
.；こ
れ
を
：霧

し

、「

個
人
：の
寶
枉
'は
維
持
さ
れ
^
ば
な
：ら
ぬ

0
こ
.れ
.こ
そ
、
.吾
々
：の

願

. 

.望
で
あ
り
、.
.目
的
.で
あ
る」

と

ぃ
つ

だ
;0
が
く
て

*

，革
命
呔
終
り
、
第

1

革̂
命
に
0
:い
.て
^

^
ら
：ゆ
る
言
辭
は
刑
罰
を
伴
ふ
こ
と
V 

な
つ
た
.。
か
く
て
、
ド
ィ
ク
獨
占
資
本
生
義
は
V
 

そ
'の
.

安
全
：を
確
保
し
た
^
で
あ
.る
於
、
更
：?>
.に
.そ
0
直

接

の

保

證

を

求

め

、

「
一

.般

經 

'

濟
委
員
會」

'が
ド
ィ
.ツ
猶
古
資
本
わ
立
役
素
を
委
員
と
じ
尤
紕
織
^
^-
る
-̂
^
茧
つ
^

^

く̂
て
、
.
.
、
^

■は
、
、
前

共

同

保

險

會

社

社

長

^
ユ
冬
.ッ
ト
0.
就

饪

ど

な

り

、彼
も
ま
：̂

ヒ
ハ.ッ
'ド
ラ

ア

同

樣

：
§
演

說

を
.も
づ
.；
て
、

：

そ
の
：原

則

を

明

確

.
に
し 

一た

。
.理
論

的

に

も

、

:

こ
の
：
こ
と.は
行
.は
れ

た

。

ナ

チ5
ニ
：十

芄

條

の

綱

領

の

註

釋

者

ゴ

: ^

:ト
1
\
:
リ

ー

ト
.
フ.H:

ダ
ア
.は
、「

ト
ラ
ス
ト
經 

營
の
社
#
化」

を
一
丸
一

.一一

一

一
一
年
七
.月
..の.演
說
fc
お
'

い
：
で
：放

棄

し

た
0:;

同

じ

七月

fc
:
、
.
.農
相

ダ

ー

レ

は

、
±
地
改
良
‘
土
塊
所
有
制
限
問 

題

に

關

す

る

，改

革

案

放

棄

を

聲

明

し

た

。

し

か

し

、

ナ

チ

K

は
、
獨
占
資
本
主
義
の
維
持
政
策
を
採
る
も
の
.で
は
あ
る
が
、
從
來
の
ま 

、
の
.利
潤
獲
得
を
續
け
し
め
る
の
で
は
な
.い
0
そ
れ
は
、
資
本
主
義
に
對
し
て
、

一
の
新
方
法
を
加
へ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
點 

,

ノ
ナ
チ
ス
の
.擡
頭

及

び

，そ
«>
經
濟
政
餚
の
：社
會
_
濟

的

基

礎

S;
セ

~\
六
六
へ
七

〕



ナ
チ
ス
の
露
及
.びV

の

餐

政

衮

社

雾

：窗

跋

礎

‘

V 

(

六
山
8

.

に
つ
.，̂.
て
0
說
明
^:
^'
る
0

.
:
' 

^

. 

;■
■ 

...■
'
%
\ 
■
■ 

.

.
'

■•
,

-

-

-

-

-

-
..

i
- 
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.

.

. 

, 

:
.
:
•

■
,

• » 
-r.
 

* 

.

.

.

. 

' 

.

.

.

.

. 
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.

.
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
'治
下
'に
お

け

'る_

着

2

#

徵
は
'̂

本

主

義

，鍵

す

る

國

家

书

響

あ

,

フ
ァ

I

ズ
A
は
國
家
と
し
て

*
 

經

濟
に
.干
渉
す
る
。
.こ
れ
は1

の
フK

 

I

ズ

^

 ̂̂

何
處
で
も
こ 

の
千
渉
，.の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
合
衆
W

Q
ル
'丨「

ズ
ベ
：.ル
卜
治
^
の
f

 

A政

經

：如
き
.は
そ
0
顯

著

な

る

現

ば

れ

で

，
あ

b
、 

ヒ
ッ
ト
ラ
デ
政
權
へ
の
'道
程
甘
あ
つ
だ
ブ
リ
I

ニ
ージ
：グ
内
閱S

t

o
傾
问
に 

あ
け
る
顯
智
な
現
象
は

財

政

權
カ
の
經
濟
へ
の
加
軍
で
'あ
る
0
,
.
祖
税
.を
通
1̂
.
» .失
業

保

險

給

與

ぞ

通

じ

亡

、

：：

國

民
'所
得
■に
對
し
て
r 

直
接
の
塵
統

.制
が
加
へ
ら
れ
る
。
.
.保
護
關
税
.の
設
定
ね
I
:
.
.
て
：、

即

ち

課I

生
產
物
價
I

政
治
的
方
策
に
.よ
っ
て
、
昂
騰
せ
し 

め
ら
れ
、
生
產
者
の
所
得
は
，そ
の
た
め
に
一
定
の
統
M
を
受
げ
.る
.に
著

の

^
翁

p;%:

ほ
.旣
：.に
述Y.

た
：や
ぅ
に
、
：プ

リ
ュ
ゥ
ニ.
ン
グ 

內
閣
.の
緊
急
令
は
、
賃
銀
の
.一.

律
低
下
|

へ：命

_
し
た

0
如
.ぐ
の
：如
き

.は
、

.
T ̂ 
T 
 ̂
7 

 ̂

^

^

P

^

0

^

0

.

、
 

ナ
チ
ス
政
權
治
下
に
.
.お
い
て
-は
こ
の
傾
向
は
觅
ら
に
押
し
進
め
ら
^:
た
o)

«
税
に
よ
り
W
民
'所
得

の

'統

制

皆
 

な
い
し
、
農
業
保
護
關
税
&

化
に
よ
？

-
'農
產
物
價
霧
鞔
す

.る
統
制
は
强
意

：y
 

而
し
て
、
全
i

組
織
の
破
填
f

っ
て
、
.賃
銀
：I

す
I

 

特
微
は
、
ニ
0:
'の
方
苘
に
現
は
れ
て
ゐ
：る
？
軍
需
3
業
^
公
共
事
業
こ
れ
で
あ

"る
0:
'.

少
：l

f

シ
グ
內
I

下
に
，S

て
ぼ
、
翻
接
ま
^
^
^
^

«o
た
。‘
し
か
る
1C
ヒ
ッ
.ト
ラ
ア
に
對
し
て
は
、
事
情
は
.全
く
そ
れ
と
異
名
の
で
あ
る
o
一
 
ナ
チ
ス
，
政

權

は

、

單
.に
.現
#
の
軍
隊
に
對
す
る 

軍
需
品H

業
を
統
制
す
る
の
み
で
は
な
く
、
正
に
編
成
さ
れ
や
ぅ
と
し
て
ゐ
る
太
軍
備
.の
た
め
の
軍
需
品
エ
業
を
も
銃
制
す
る
。
ナ
チ 

ス
政
權
は
、
全
公
典
勞
働
振
興
政
策
を
銃
制
す
る
。
而
し
て
、
ナ
チ
ス
'政
權
把
握
以
來
の
生
産
の
全
搬
大
は
、
.た
V
國
家
干
渉
に
よ
つ 

て
の
み

可
能
で
あ
つ
た
。

.

國
家
は
、
.直
接
及
び
亂
接
の
軍g

坐
産
.に
よ
つ
て
、
：.坐
產
の
擴
大
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
.で
あ
る
。

.

•

こ
の
干
渉
は1

時
的
の
も
の
で
は
な
い
。
資
本
家
的
坐
產
の
自
動
性
は
、
恐
慌
か
ら
：逃
^
る
.途
，を
：̂

だ̂
め
に
は
既
に
無
力
で
あ
：る
。 

而
し
て
、
:フ
ァ
シ
.：シ
ズ
ム
は
、
恐
慌
克
服
の
た
め
.に
”
：數
十
億
の
經
費
を
も
.つ
て
、
坐
產
形
成
it
：
午
渉
し
て
ゐ
る
の
.で
，、
.か
V
CO
如
き 

國
家
行
動
の
停
止
は
、
資
本
生
_
全
體
の
.狀
態
を
一
層
惡
化
せ
し
妁
る
か
ら
で
あ
る
9
戰
時
に
お
い
て
も
、
生
産
に
對
す
る
强
力
な
國 

家
干
渉
は
行
は
れ
た
。
そ
れ
は
、
"資
本
主
義
組
織
を
維
持
し
つ
-

生̂
產
の
：範
圍
•數
量
衾
決
定
し
た
。
：し
か
.し
、
當
塒
和
お
い
て
.：は
" 

戰
爭
の
終
了
は
>
國
家
干
涉
の
：終
了
で
あ
る
ご
と
は
.，
自
明
の
こ
と
で
：あ
つ
た
:=
?
今
日
の
事
態
は
、
こ
れ
と
異
る
。：

國
家
千
渉
の 

一
!• 

擴
大
せ
ら
る
、
亡
と
は
.、
跑
下
の
ド
す
ツ
資
ホ
の
要
求
で
あ
る
。
そ
れ
は
單
に
軍
需
品

ai
業

と

勞

働

振

興

政

策

に

ら

る

、 

こ
と
は
出
來
な
い
。
國
際
資
本
市
場
に
お
け
る
ド
ィ
ツ
の
窮
境
•
外
國
貿
易
の
不
振
は
、
爲
替
市
場
に
對
す
る
强
カ
な
干
渉
•
輸
入
制 

限
原
料
及
ぴ
代
用
品
の
生
產
獎
勵
の
た
め
の
國
家
干
涉
を
强
要
し
、
遂
に
は
*
貿
易
國
營
に
ま
で
到
る
で
あ
ら
ぅ
。

Vか
く
の
如
く
ャ
フ
r
ッ
，
シ

ス

ト

的

國

家

干

渉

は

—

益
々
增
大
す
る
。：故

^T

へ^
ワ
ッ
：.シ
ズ
ム
は
、
資
本
主
義
の
增
大
し
つ
、
あ
る
矛 

盾
の
政
治
的
表
現
で
あ
奋
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。：
し
か
し
、
.フ
.
Tッ
シ
ズ
み
は
、
ゝ
も
の
矛
盾
は
解
消
せ
し
め
.る
，で

-i
は
出
來
な
■い
o 

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は

、、
せ
の
^

fi
t

國
家
と
し
て
、
强
カ
な
組
織
で
あ
.る
か
ら
、
議
會
的
民
主
的
國
よ
り
も
々
：1

の
：資
本
家
牌
の
犧
牲
に
お 

ナ
チ
ス
の
擄
頭
及
が
そ
の
經
獱
谀
策
の
舐
會
1

:收
®
漉

-2
L
九

(
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六
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チ
チ
ス
の
摻it
及
び
そ
の.經
濟
政
翁
の
肋
會
經
.
濟
：时
寒
礎
 

六

〇

(

六
セ
-
,

い
て
、
I

の
資
本
主
8

篇
を
維
持
す
る
t

が

出

蒙

。
I

,

'フ
ァ
I

ズ

肩

本

主

義

麗

の

，i

耍
f

打
破 

し
て
I

 

f

そ

の

點

に

お

い

て

、
.
含

糧

と

し

て

の

强

さ
を
持

つ

て

ゐ

る

。
_

£

い

で

は

編

本

_

的

矛

盾

の

增

大

に

ょ 

つ

て

、

自I

維

持

し

得

な

い

と

し

：て

も

i

下
の
場
合
5

い
.て
は
，
資
本
主
義
的
矛
盾
を
S

さ
S

が 

0
.
Vあ
る
^

1注
意
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
？

':
;
.ぃ

：
/
.
:

■■

• 

I
.
'-
:

. 

.

. 

■

'

•'.
. 

- 

- 

•

.

.

.
V 

.

.

 

V
:
,
:
.

 

:v. 

?
,':
■
;•
;
.
' 

'

'

.. 

>

:

.
'

■ヒ
.
h

-

f

r 

 ̂

y

^ 
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兩
內
落
下
に
お
げ
る
狀
態
の
大
要
を
知
る
こ
I

要
す
る
。
世

暴

濟

霧

の

發

端

で
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 一

 ̂

ン
ガ 
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o
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.
即
ち」

九
三11

年
七
I

い
.1

4
の
ド
イ
ツ
資
本
_

.
は
4

|
資

本

義

I

落
議
と
同
檨
急
激
な
下
向
狀

態

に

震

れ

た

。
.

こ
.

Q

卞

向

肇

Q

故
に
、：：ブ
i

 

l

多
内
閣
の
緊
急
令
f

含

す
f

、
尙
I

は
辭
職
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
つ
た
の
で
I

し
か
|

:
 

5

;

5
年
七
月
パ
丨
ぺ)

內
閣
が
成
立
し
、
更
ら
I

の
晚
秋
シ
-

ラ

イ

ヒ

I

閣

の

成

立

、
 

翌

s

i
豪

一

I

I
十一

日
に
お
け
る
.ヒ
ッ
ト
5

內
閣
の
成
立
に
い
た
：I

で
f

イ
I

經

濟

狀

態

社

、

一
九
一

【

九

难

十

月

か 

ら
一
九
三
筆
七

2

い

た

る

ま

で

，の
I

I

向
狀
態
が
、
一
奢
つ
い
た
か
の
觀
が
ぁ
り
、
パ

1

3

ラ

イ

ヒ

ャ

ア

冶

下

に
 

お
い
て
は
、
醫

S

淵

て

Q.

相

對

的

雲

I

つ
て
ゐ
た
？

I

I

意

味

运

い

て

、
t

ト
I

內
閣
の
出
現
を 

單
す
る
，

4

濟
狀
H

層

S

化

S

め
f

 Q.

裳

t

す
れ
ば
、
そ

れ

は

議

で

當

。
た

名

、

Q.

養

Q

深
淵
罢
け
る
相
對 

的
安
定
の
時
期
に
、
獨
占
資
本
の
拓
面
の
敵
I

I

I

は
そ
の
看
を
徐
々
に
增
加
し
て
來
た
。
勿
論
ナ
チ
ス
I

の
間

、

と

れ
ま
で
の
ド
ィ
>>
政

黨

と

し

て

の

最

火

多

數

黨

の

，
地

位

を

占

め

る

こ

と

が

出

來

た

;-
°

か

く
 i

方
に
お
い
て
は
K 

„
0

q

勢
力
の
漸
增

と
底
を
つ
い
允

_
濟
恐
慌
に
對
す
る
社
會
的
將
軍
シ
十
ラ
ィ
ヒ

.ャ

'7
の
_社
會
的
對
立
に
對
す
る
妥
協
的
態
度
と
が
、
ナ
チ
ス
を
し
て
政

^
^

- 

-

權
を
獲
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

ナ
チ
X
の
把
;»
/
も
、
■國
際
資
本
市
場
に
务
け
る
ド
ィ
ッ
資
木
の
地
位
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
砠
^
な
か
つ
た
の
で
あ
.る
が
、
生
產 

方
而
に
お
い
て
は
.
*生
產

の

上

向

と

失

業

者

.の

減

少

と

い
ふ
ニ
つ
の
^
實
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
狀
態
を
變
更
し
て
ゐ
る
。

い
ま
坐
產
指
數
を
7K
せ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
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お
け
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上
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八
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時
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碧
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；
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し
力
ち
ば
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.
力
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勿
羞
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ス
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〇

七

六

•
〇

\

八
四•
九
'

'
ン
八
一
〒
七
： 

\

八

7
四

,

合

衆

國
 

1

九
ニ
三—

ニ
五
年
一
〇
〇

五
七
•
九

六
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七
〇
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三

七
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•
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^
1
1
1
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H

來
©
恐
！T

即
ぢ
資
本
主
©:
上
向
期
に
'お
け
.る
恐
.：慌

は

ト

資

本

生

籤

盼

の

表

：現

で

あ

る

と

！
i:

時
に
V
资
本
由
_
坐
虜
に
お
け
る
胜 

期
的
_
動
盤
調
で
あ
：る
。
：.

i

方
に
お
，

S

て
は
、
過
剩
坐
產
に
よ
0
セ

^
他
方
に
お
；い
.て(

は
、
：利
潤
率
の
低
下
忆
よ
：つ
て
自
励
的
修
正
が 

行
は
れ
る
;0
&
.の

馨

> 

'
坐
產
カ
め
發
联
に
伴
は
な
へ
い
坐
產
施
設
呔
'
取
が
：殘
ざ
'れ

.:
>
最
近
骰
良
の
設
備
が
沿
動
し
て
、
内
外
市
場
の 

囘
復
を
待
'つ
0
で
あ
る
0,
.:'
.
'
'
.
公
 

し
か
.を
に
\
今
H
の
恐
慌
は
、
浚
落
資
本
主
翁
に
釦
屮
夺
恐
慌
で
あ
令
て
プ
以
上
め
如
き
齡
提
を
具
備
し
て
ゐ
な
い
■の
セ
あ
る
。
資 

本

虫

皰

た

i'
:
.勤
的
藤
®;
の
'能

力

を

失

^

で

ゐ

技

o
'フ
ァ
：ッ'>
.茨
ム

浒

下

.吣

お

け

る

赛

本

办

双

^
せ

の

增

進

は

車

に
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賢
§1
^
下
げ 

に
よ
る
决
產
费
の
骶
下
だ
け
が
可
能
で
あ
る
'0
.事
實
ヒ
ッ
ト
ラ
ァ
治
下
に
.

4
5

て
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト

的
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ホ
まg

は
、
ブ
リ
ュ
ウ
一

1

ン
グ
H 

シ
A
ラ
ィ
ヒ
ャ
ァ
の
治
下
に
お
け
る
よ
り
も
、
5务
く
の
.不
拂
勞
働
者
を
生
產
過
程
に
使
用
す
る
こ
と
が
.出
來
た
0
し
.か
し
、
そ
れ
は
問 

題
の1

づ
を
解
決
し
た
に
過
ぎ
ぬ
.。
最
大
.の
.問
題
は
、
擴
大
せ
ら
れ
た
生
產
物
を
誰
が
買
ふ
.か
とS

ふ
こ
と
で
あ
る
。
世
琚
資
木
ま
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で
は
な
.い
。
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出
は
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し
て
ゐ
る
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故

に
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，
ツ

の

生

產

品
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、
.國
內
に
市
場
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
.
o
.
.し
か
る
に

、

藩
し
い
賃
銀
の 

切
卞
げ
は
、
.勞
働

紫

及

び

勤

人0大
衆
的
1購
買
カ
.の
.增
進
を
意
味
す
る
も
；の
で
な
い
。
故
に
そ
れ
は
、
人
爲
的
に
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進
さ
れ
た
國
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岗
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面

蒙
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つ
も
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Q

I

る
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I

I
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露
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謹
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れ
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濃
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齒

5

つ
て
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動
I

f

 

h

し
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る
。
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れ
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用
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囊

路
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な
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、
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軍
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て

軍

事
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：
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イ
ヒ
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ク
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|

て
、
約
十
億
マ
ル
^
の
支
出
と
計
算
し
て
ょ
ろ
し
い
。
更
ら
に
ー
九
三
四
年
度
の
軍
事
-#
の
增
加
六
億
マ
ル
タ
、
こ
の
軍
事
费
は
一
九

t 

.

三
三
苹
度
に
も
計
上
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
各
種
の
補
助
金
を
加
へ
れ
ば
、

一
九
三
三
丨
三
四
ハ
ヰ
度
に
お
け
る
工
業
生
產

增
加
の
最
大
部
分
は
、
一
國
家
經
費
に
ょ
つ
て
•

行
は
れ
た
と
い
ふ
と
と
が
出
來
る
。
即
ち
國
家
は
、
工
業
的
坐
產
に
對
し
て
、
そ
の
販
路 
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.
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.
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•
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を
組
織
し
つ
、
あ
る
の
.

で
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ

'

ス
ト
的
資
本
主
義
下
に
お
い
て
、
尙
ほ
國
內
販
路
の
增
加
が
あ
り
"

外
國
貿
易
.の
檢
進
が

行
は
れ
、
ば
、
軍
事
費
の
增
加
に
耐
え
得
ら
る
、
の
で
あ
る
。
こ
の
耐
え
得
ら
る
べ
き
期
間
の
間
は
、
勞
働
者
階
級
•
地
方
並
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都
市

中
間
階
級
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狀
態
並
に
.

外
國
貿
易
の
分
浙
に
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つ
て
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答
へ
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こ
と
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出
來
る
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.
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憑
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ナ
チ
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濟
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基
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1
九
一
一

1
0

名
月
次
平
均
か
ら
一
丸
H
. ニ
年
の
■

坪
均
に
.い
た
る
ま
で〔

に

、

■
裏

、
二 
§

萬
以
上
增
加
し

て

を

り

、

液

病

霞

統
d

n

は
同
時
拟
に

•お
い
て
、
約
四
百
萬
の
從
業
者
減
少
を
示
し
て
ゐ

るo

故
£

:
九
三
〇
丄
九
三
ニ
牟
に
.奔
い
て
、
約
百
t
 

十
萬
の
現
ば
れ
^
い
失
業
繁
を
增
加
し
て
ゐ
る
o
:
、.:
: 

.

-

^

1

丸
ニ
丸
S

ハ
月
：
の

從

業

勞

働

者

數

は

K

>
九
^
 ̂

登

錄

失_
考

は

、
へ
1
、
ニ
六
〇
千
人
で
|

、
こ
の
外
に
可
戎 

の
I

錄

失
_

が
#
孪

f
の

と

見

な

け

れ

ばI
ぬ9

.

そ

f
合

計

し

て

、i

働

者

を

約

一

一

千

一

西

人

と

す

る

こ

と

が

出

來 

る
。
と
の
數
は
.、
，一

■.九一

.一
九
年
秋
の
恐
慌
か
ら
匕
，ッ
ト
ラ
ア
把
握
.に
；い
霞
ま
で

>
へ
大
.約
同
一
で
あ
る
と
-|
蒙

支

な

い

o
而
し
て
、

ン

.(

單
位i

〇
〇
〇
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I
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ニ
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1
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五
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1
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一
六
ニ 

九
一
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A-
四1

A
m
r

八

一

三

1
、

四 
一
o

一
、
三
一
七 

九

八

四 

.

八
八
卧 

八

亥
三 

七
九
七 

七
六
：
ニ

四

，
〇

芄八 

三
、
七

七
ニ 

ニ
、
七

九八 

、
ニ
.
、
六

〇
九 

ニ

、
五

1
.

一
五 

ニ
、
四八
ニ 

ニ
"

四
ニ

六

一
o
九
〇

以
上
の
統
計
に
よ
れ
ば
ノ
ナ
.チ
ス
；政
權
の
下
に
お
.い
弋
は
，‘
.勞
働
從
業
者
は
增
加
し
-失
業

考

は

約

半

數

に

減

：少

し

た

‘や
ぅ

で

あ.る
0 

し

か

し

、
：こ

の

：
統

計

は

'眞

實

を

語

る

も

の

で

は

な

い
o
失
業
衮
數
の
哔
減
は
、
ナ
チ
ス
銃
計
に
よ
っ
て
登
錄
せ
ら

れ

龙洗

業

者

の

，
半

減 

に
過

ぎ

.ぬo
疾
病
保
險
銃
計
も
單
な
る
單
式
簿
記
的
it
篤
で
あ
っ
て
、
新
職
業
の
員
；#

の
み
を
數
へ
、
そ
の
豳
失
^
を
^
へ
，て
ゐ
九
い
。 

今

日

政

治

上

：の

理

由

に

；よ

つ

て

、
.獄
中
に
あ

る

.
も

の數
萬
を
數
へ
て
.ぬ
る
が
.
、
' こ
れ

ら.も
從
*
者
の
中
に
數
べ
ら
.れ
、
' 先
業
登
錄
を
行 

へ
ば
、

そ
の
從
前
の
政
治
的̂

1]
!
)
:
の
故
に
、̂

_
せ
.ら
る
、
も

の

も
多
數
で
あ
る
が
、
か
く
の
.如

き
無
登
錄
先
業
客
を
計
算
に
入

れ
て 

ゐ
故
い
。
吏
ら
ぬ
勞
働
振
興
政
策
に
：よ
っ
て
、：

補
助
農
業
勞
働
衮
と
し
て
、
緊
急
勞
働
者
と
し
て
、丨
ま
た
は
自
治
體
の
■給
與
勞
働
漭
と 

し
て
、
職
を
得
た
も
の
を
、
.す
べ

て

從

業

者

に

數

へ

.
て

ゐ

る
し
、

そ
の
數
は
®
だ
多
數
に
登
る
CD
'

で
；あ
る
o'
こ
れ
ら
の
龙
規
な
ら
ざ
る 

勞
働
者
の
僧
加
は
''
拿
事.H

業
と
勞
働
振
興
政
'策
の
結
梁
で
；あ
る
が
、
.：國
内

霄

要

を

咐

加

す

べ

き

就

職

の

'增

さ

ぅ

で

 

は
な
い
の
.で
あ
る
。
從
業
勞
働
者
の
增
加
は
、
少
わ
戈
支
拂
實
銀
の
墙
加
を
意
味
し
：て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
0
:ブ
リ
.ュ
ゥ
一
一
ン
グ
■
パ

ー 

ナ
チ
ズ
の
.'捧頭
及
び
■そ
の
.經
濟
软
策
.の
社
#
經
濟
的
迤
磷 
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ナ
チ
ス
の
擡
頭
及
び
そ
の
經
1
政
策
の
社
#
鸫
i

德
嫌 

六

八

ハ

マ

ぞ

W
ノ
 

ベ
シ
•
シ
ュ
ラ
ト
ヒ
ヤ
'ア
治
下
に
お
い
.て
、
'
.多
分
の
賃
銀
切
下
げ
を
受
け
た
勞
働
者
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ア
治
下
に
お
い
セ
—
曆
の
切
り
下 

げ
に
遭
遇
し
て
ゐ
.る
。
即
ち
從
來
の
.從
業
者
と
新
規
從
業
者
の
合
許
賃
銀
高
は
、
從
前
の
從
業
者
の
賃
銀
高
.に
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
：の
I

は
、
ナ
チ
ス
政
權
の
發
表
じ
た
材
料
に
よ
.つ
て
立
證
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
賃
銀
税
の
收
入
で
あ
るo .

先
業
者
の
襄 

し
た
.

1

九

i

年
..，の
賃
銀
税
收
入
は
一
九
三
ニ
雄
の
收
入
に
及
ば
な
い
の
で
あ
るo

而
し
て
、

一.
.九
三
四
年
の
豫
定
收
入
の
如
I

一
 

九
三
三
年
度
分
I

.
の
ま
、
踏
襲
し
て
ゐ
.る
。，
ナ
チK

は
こ
れ
を
辯
解
しV

，

塱

は
な
い
か
-
ま
た

I
小
な
税
を
支
拂
つ
て
ゐ
る
に
過
.

ぎ
な
い
か
ら
、，.
.
賃
銀
税
收
入
高
f

つ

て

、

ド
イ
ツ
勞

働

者
の
收
入
及
び
就

業
 

率
I

準
i

す
こ
と
S

な
い
と
し
.

名
。
：
し
か
しr

こ
れ
は
、
所
謂
第
I

國
に
お
け
る
勞
馨
が
賃
銀
f

ら
支
拂
ひ
得
な

い
低
賃
銀
に
よ
つ
て
、
蓄
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
囊
そ

Q

もQ
、

當

為

ぎ

な

い

q

で
あ
る
。
賃
銀

.切
下
げQ

_
Q

明
示
で
あ 

り
、:

こ
の
こ
と
は
、
.
ド
.イ
ツ
大
工
業
に
お
け
る
就
業
勞
働
者
の
增
加
垄
拂
賃
銀
高
の
減
少
に
よ
つ
て
も
、
明

I

す
る
こ
と
が
出
飞 

る
の
で
あ
る
。

一
例
を
軍
需

H

業
に
つ
い
て
擧
げ
れ
ば
、
ク
ル
ッ
プ
の
貸
借
對
照
表
は
明
か
に
こ
の
こ
と
禀
し
て
ゐ
る
。

一
九
三
ニ 

印
の
賃
銀
額
六
千
九
亩
五
十
萬
マ
ル
ク
、

.
一.
1

1一I

賃
銀
額
六

f

七
i

十
萬
：マ
ル
ク
で
あ
る
が
、
從
業
員
は
、
約
八
千
名
を
檢 

加
し
て
ゐ
る
。
鑛
山
業
に
お
い
て
も
事
態
は
同
じ
で
あ
る
。

へ

.ニ
シ
ュ
に
お
い
て
は
、
一
九

I

年
の
賃
銀
額
四
千
三
百
六
十
萬
マ
ル 

ク

一

九
三
三
年
の
賞
銀
額
は
三
千
八
百
九
十
萬
マ
ル
ク
に
減
少
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
從
業
人
員
は
千
三
百
名
の
增
加
で

t

o
 

フ

ゥ

二

ン

グ

•
ノ
1

へ
ン
•
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ヤ
ア
時
代
に
旣
に
多
く
の
賃
銀
切
下
げ
を
受
け
た
勞
働
者
は
、
策
三
嘉
に
お
い
て

 

一
f
 

の
賃
銀
切
.ト
げ
i

つ
て
ゐ
る
。
こ

I

實
は
、
ナ
チ

K

の
指
導
者
も
認
め
る
き
ろ
で
ぁ
る

O
Pゲ

K

ベ
ル
ス
は
一
九
三
四
年
®
月
十

r
"
T
:
l!
.
L、
 

‘ „ 

,
—

r
.
.
.

…

•“
衫

ト

H
日
の
演
說
で
、
こ
れ
に
關
說
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
a
ン

：

' 
/
. 

V 

ド
ィ
ツ
勞
働
者

は

、
：
單
に
賃
銀
切
下
げ
に
よ
っ
て
■、
，
そ
の
肷
態
が
悪
化
せ
ら
る
、
訏
り
で
な
く
、
物
慣
の
：騰
貴
に
よ
っ
て
、
尙
ほ
實 

質
賃
銀
の
切
下
げ
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ
て
ゐ
る
し
、
勞
働
者
の
獲
得
し
た
協
定
賃
銀
率
は
そ
の

ま
X
と
せ
ら
れ
て
ゐ

る
が
、
尙
ほ
自
由 

契
約
に
よ
る
解
約
は
承
認
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
か
く
の
如
き
ニ
重一

ニ
重
の
方
法
に
よ
っ
て
、
ド
ィ
ツ
勞
働
衮
は
、
そ
.の
奴
隸
化
の
道
を
進 

ん
で
ゐ
る
？
， 

_

m 

M

中
間
階
級
に
お
い
て
も
、
勞
働
款
階
級
に
お
け
る
狀
態
と
異
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
タ
勤
人
蜃
に
お
い
て
は
、
賃
銀
が
增
加
し
て
ゐ
な
い 

や
ぅ
に
、
そ
の
俺
給
が
增
加
し
て
ゐ
な
い
,°
こ
の
.こ
と
：は
ク
ル
ッ
プ
、
ジ
ー
メ
ン
ス
、
ィ
ー

•
ゲ
ー
染
料
等
.の
例
に
よ
っ
て
明
か
で
あ 

る
。
こ
、
に
お
い
て
も
、
從
來
の
事
務
員
と
新
親
事
務
員
の
:#
給
の
合
ft
が
、…

從
來
Co
.事
務
員
^

の̂
全
體
よ
り
も
少
額
で
あ
る
。
こ 

の
こ
と
は
、
傅
給
切
下
げ
の
事
實
を
示
し
て
ゐ
る
。
第
三
帝
國
即
ち
身
分
國
家•

協
同
國
家
に
お
い
て
は
、
經
營
事
務
員
は
專
門
家
と 

し
て
、
特
別
の
身
分
が
典
へ
ら
れ
*
そ
の
誇
り
が
囘
復
せ
ら
れ
る
普
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
捧
給
坐
活
奢
の
夢
の
戯
攝
化
に 

過
ぎ
.な
か
，っ
.た
の
で
あ
る
。
こ
>
に
.俸
給
坐
活
苕
の
ナ
チ
ス」

に
.對
す
る
幻
蜮
の
悲
哀
が
あ
る
0 

: 

: 

■ 

獨
立
都
市
中
間
階
級
叹
狀
態
も
改
善
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
ナ
チ
ス
は
こ
の
.層
の
反
資
本
主
義
的
感
情
を
滿
足
せ
し
め
る
政
策
を
採
っ
て
. 

ゐ
な
い
。
即
ち
金
融
資
本
に
對
す
る
_

#
は
.第H

一
帝
國
に
お
い
て
は
、
最
早
問
題
で
は
な
い
O
V獨
由
資
本
•
.余
融

資

本

に

.對

す

る

鬪

哦 

は

單

な

る

百

貨

店
*消
費

組

合

•
ユ
ダ
ャ
人
中
間
®

級
商
人
'に

對
す
る
鬪

爭

と

：
な
っ
て
.現

は
れ
て
ゐ

る1C
過

ぎ

ぬo
百

貨

店

敢

^
消

費

組 

ナ
チ
ス
の
.擡
頭
及
び
そ
©
經
濟
_
策
の
#
^
經
濟
的
基
礎 

六
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ナ
チ
メ
の
德
賊
及
.び
そ
.の」

經
濟
政
.锻
©'
.啦
會
_
濟
：
^
|
!
. 

七
0 

(

，、
八
0 :〕 

合

の

腸

は

、
減
退
し
、「

4
ダ

ャ

人

中

間

階

霞

人

は

減

亡

：せ

じ

め

を

れ

た

。
：‘：
し

か

じ

な

於

ら

、

V
こ
れ
を
も
つ
‘て
#
ぶ
：に
は
足
り
な
い 

の
.
で1

.

0第
三
带
國
に
お
ボ
る
都
市
獨
立
中
間
隙
級
の
活
動
範
圍:

ユ.ダ

‘ャ

人

迫

害

助

外

圮

增

大

し

で

ゐ

な

い

。

.租
税
は
元
の
如 

く
高
い
，
資
本
利
子
は
低
下
し
な
ず
齡
の
働
大
は
、
主
と
し
て
軍
1

£

レ
■の
で
、
小
寶
商
人
の
蘭
係
ず
：
f

l
で
，は
：な
い
。 

す
ベ
て
の
方
面
に
お
い
ゼ
、
小
鸷
商
人

'の
朦
路
ば
、
百
貨
店
並
：に
消
蓄
合
販
路
：の
_

:
に

も

拘

ら

ず

-
減

少

し

て

.ゐ
る
の
で
あ
る
。 

指
數
は
次
の
如
く
現
は
れ
て
ゐ
る
9
卜

:
' 

.
:
,
:

一
九 

ニ

^

^
 

1

Q

.

Q
ザ
九
'

一一

1 

一
 

_
 
一
 
0

0

l
〇
o
〇
マ
ル
ク 

| 

I

I年
月
次
平
均
パ

I

六

V

ベ
f

八
，〉

I

 

.

Q!
;
,
,八
I

,

:

八
☆

.

1
1
5
1
.
,
=

一̂

三
四
年
び
お
い
て
は
、
小
賣
販
路
は
多
少
增
加
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
小
賫
商
に
.と
つ
.て
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
霞
 

の
增
加
は
-

|
か
雙
力
の
第
の
繁
で
は
な
く
し
て
、
ィ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
恐
怖
の
買

I
:
で
あ
り
、
原
S

足
見
越
の
質
入
れ 

で
あ
る
。
而
し
て
-
小
商
工
業
者
は
、
そ
の
販
賣
商
品
I

一.價
格
を
も
つ
て
、
.貢
入
れ
得
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
ゐ
るC

：都
：：，

中
n
階 

級
の
窮
I

I

す
る
要
素
は
外
'に
も
あ
る
。
業

保

證

策

、
殊
に
.そ
S

ラ
ト
リ
'ア
ム
は
特
.に

都

忠

^

與

へ
た
。

何

と

な

れ

ば

、
，
彼

等

は

多

少

の

程

度

に

だ

て

、

農
林

I

す

る

債

權

だ

か

ら
I

.
るo

こ

、
迄

い

て

も

、
彼
等
の
ナ
，

ス
の
政
策
に
對
す
る
失
望
が
あ
る

9
こ
れ
ら
の
中
間
階
級
は
、
ナ
チ
ス
の
反
資
本
主
義
主
張
と

.ボ
ル
シ

1
ゥ
ィ
ズ
ム
に
對
す
る
恐
怖
と 

か
ら
、
ナ
チK

を
支
持
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
ナ
チ
ス
に
對
す
る
齡
い

.信
®
を
持
つ
て
.ゐ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
ナ
チ
ス 

に
對
す
る
彼
等
の
信
賴
の
崩
壞
は
急
テ
ン
ポ
を
も
つ
で
進
ん
で
ゐ
る
々

,;
.
:

農
民
階
級
の
狀
_

は
如
何
o
*
業
恐
慌
に
對
し
て
何
を
爲
し
た
か
。
.ド
イ
ツ
農
民
の
窮
乏
化
を
打
開
す
ベ
き
道
は
三
つ
あ
る
。

一
農
民
の
坐
產
物
に
對
す
る
都
市
住
民
の
購
買
力
を
高
め
る
た
め
に
、
^.
.
%關
稅

I
低
下
し

.、
火
土
地
所
有
を
打
破
し
、，
パ
ン
價 

の
引
き
下
げ
を
行
ふ
こ
と
。 

;/

ニ

舊

愦

级

を

1

掃
す
べ
き
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
。

.:
'
.
.■ぺ

マ

、

ノ

>
: 

“ 

'

三
工
業
恐
慌
の
克
服

•
都
市
大
衆
の
所
得
の
墦
加
o
こ
れ
忙
ょ
つ
で
農
民
の
坐
產
物
に
對
し
て
高
價
格
を
支
拂
ひ
得
る
。

こ
の
三
つ
以
政
槳
に
對
し
て
、
今
日
に
い
た
る
ま
で

ヒ
ッ
ト
ラ
ア
政
權

は
何
ご
と
も
な
し
て
ゐ
な
い

o

殊
に
そ
の
關
税
政
策
に
お
い 

て
は
、
榖
物
輸
入
税
の
極
端
な
引
き
上
げ
に
ょ
つ
て
穀
價
を
維
持
じ
て
ゐ
る
？
こ
の
政
策
ぬ
呢
.に
揞
摘
レ
た
や
ぅ
に
主
と
し
て
ユ
ン
ヵ 

ァ
の
利
益
進
す
る
も

’の
で
あ

.る

.。
大
土
地
所
有
者
は
穀
物
キ
小
農
は
家
畜
坐
產
品
を
主
と
す
る
が
故
に
、
か
、
る
政
策
は
小
農 

の
負
撙
に
お
い
て
、

ユ
ン
ヵ
ア
の
利
益
.を
增
進
す
る
に
過
ぎ
.な
^
も

0
で
あ
る
0
而
し
.で
、.
1ユ
ン
ガ
ア
と
小
農
と
の
相
對
立
す
る
一1

つ 

の
階
級
に
對
し
で
、
兩
款
の
利
益
わ
と
も
に
增
進
す
る
政
策
を
厅
キ
こ
ど
ば
即
來
な
^
の
で
あ
る
®
ィ
ン
フ
カ
チ
ォ
ン

-̂
ぎ
た
.ユ
シ
ヵ

ア
の
.喜
ば
な
.い
と
こ
み
で
あ
卜
、、
ザ
チ
'̂
.の
.今
日
忙
い
た
る
^
で
婦
枝
し
て
^
奪
い
と
こ
ろ
で
あ

.る
0
:

:

'

一.
.:
:
:
.
:
. ' 

.

.

■

-

:

''
■■
'.:,'

ナ
チ
；

摘
頭
及
び
.
I
紙
濟
政
策
©:
_
會
經
濟：

堂

霧

,;
;
:
ご
'.
 

七】
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(

穴

ユ)



' 

•ナ
ナ
ス
の
接
頭
及
び
そ
.

の
. ！

蹲
政
敗
の
。黎
敗
濟
的
基
礎 

七
二 

(

六
.
5

1
U

國

內

經

濟

雰i
て
、
f

Q

f
を
持
つ
て
ゐ
る
ナ
5

政
f

 

Q

K

tはV
そ
Q

t

f

gい
て
も
、
ま
た
闲
f

持 

つ
て
ゐ
る
。

i

l
〇
年
か
らr

丸
i

t年
に
,

备

出

超

過

義

ツ

ル

國

S

は
•

Y

f一
四

年

の

前

■

期

こ

一
：：
ボ
ン
ド
、
ド
ル
、
圓

0
下
落
は
ド
イ
ツ

&
出
で
業
の
地
位
を
惡
化
し
た
0ぐ

:.
.
,け
. 

,

ニ
對
ロ
シ
ア
輸
出
の
顯
著
な
る
減
退

P
: ロ
ー
シ
ア
の
輸
入
は
總
體
と
し
て
減
少
しp

ゐ
る
し
、

ロ
シ
；ア
は
い
ま
や
ド
イ
ツ
の
競
直 

と
し
て

現
は
れ
て
ゐ
る

。
.
 
一
 

-

V
-
.
V
V
- 

:

コ)

ヒ
ッ
ト
ラ
ア
政
權
出
現
以
後
に
お
け
る
ド
イ
7
商
品
に
對
し
て
ボ
イ
ユ
ッ
.
'

ト
が
枉
は
れ
で
.

ゐ
る
0
' 

.ぐ

.
ゝ
 

四
低
报
市
場
に
お
け
る
價
格
形
成
の
狀
態
の
影
響
で
ぁ
る
。
裳
經
濟
の
衰
退
は
、
.現
在
ド
イ
ツ
の
質
易
に
大
な
る
關
係
を
持
た 

ぬ
か
、
裳

經

濟

Q

多
少
の
改
善
が
、
原
料
の
昂
騰
と
な
つ
て
、
ド
イ
ツ
外
國
貿
.

易
I

響
す
る
か
ら
で
ぁ
る
。

一
九
三
一
年
に
.お
け 

る
輸
出
超
過
は
、'

原
料
安
に
對
し
て
、
ド
イ
ツ
輸
出
商
品
高
に
ょ
つ
て
起
つ
た
Q

S

る

へ

か

く

て

、
，
ナ

チ

K
H

ょ
る
新
戰
维
.

へ
の
_

 

備
は
、
ド
イ
ツ
外
國
質
易
に
對
し
て
二
重
の
意
味
で
惡
影
響
を
及
ぼ
し
て
な
る

。
：
.
、
' 
.
'
:
:
'

五

ナ
チ
ス
は
、
戰
I

備
と
し
て
、.

穀
物
の
自
國I

產

Q

藥
を
取
つ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
i

物
を
供
給
し 

て
そ
の
エ
業
坐
產
品
を
輸
入
し
て
ゐ
.

た
諸
國
に
對
す
る
貿
易
は
沈
滯
せ
ざ
る
を
得
な
\ ^
;

0
、

丄

ハ
馨

準

備

の

I

に
-
.

1

方
に
知i

て
は
軍
備
の
擴
張
が
あ
り
、
他
方

議

_
及
f

賢

 

ざ

た

め

に
原
料
輸
入
ば
增
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

-_
.
九
！

1 
一S
年
に
お
け
る
»
超
は
、
.V

九
S
ニ
年
の
S
分
ニ
を
減
退
し
て
な
る
同
時
に
工
業 

生
產
局
の
輸
出
は
？
四
十
叫
億
八
千
六
百
萬
マ
ル
ク
が
ら
三
十
七
億
八
千
七
百
萬
マ
ル
；ク
わ
減
退
し
、：.原
料
の
輸
入
は
一
九
三
ニ 

•
H 

1ー7

三
四
¥
と
激
增
を
續
け
て
ゐ
る
0ぃ
こ
の
原
料
輸
入
の
增
大
は
、
外
國
質
易
勘
定
を
惡
化
也
し
.办
た
0
ド
イ
ツ
：
は

北

米

合

衆

國

*
英 

國

•
フ
ラ
ン
ス
と
異
つ
て
、
對
外
倩
權
を
有
せ
ず
，
國
內
に
充
分
な
金
取
備
が
あ

"る
_
で
は
な
い

0 

,
こ
れ
ら
'
の

諸

國

が

債

權

宥

國

家

で 

あ
る
の
に
對
し
て
、

-
ド
イ
ツ
は
債
務
#
國
家
で
あ
る
？ 

：
，：

：：

.：
'.、

.

ぐ

.

斜
外
負
偾
に
對
す
る
利
拂
を
な
す
限
W
に
お
い
'て
、
ラ
イ
ヒK. 

•バ
ン
ク
の
金
並
に
爲
替
準
備
は
減
退
し
て
行
く
o 

i九
'三|

年
六 

月
、
ド
イ
ツ
資
本
主
_
は
'
外
國
資
本
の
引
き
上
げ
に
對
し
て
、',1

の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
要
求
し
て
、
こ
れ
を
實
施
し
た
。

一

九
三
三 

苹
の
夏
に
い
た
る
ま
で
、
外
國
私
人
資
本
に
對
し
て
利
拂
を
行
つ
た
？

一
 

九
三
ニ
年
の
出
超
が
こ
の
利
拂
に
相
應
し
て
ゐ
る
額
で
あ
つ 

た
か
ら
で
あ
る
。
輸
出
の
減
'退
と
と
も
に
、
ラ
イ
ヒ
ス

•
バ
ジ
ク
の
金
並
に
爲
替
準
備
は
減
退
し
た
。

(

單
位
百
萬
マ
ル
ク) 

1
九
三
三
¥

三
月11.

一
十1

日 

五
月
三
十
，

t

日 

六
'月
十
六
日 

.
，
卜

;■
八

三

六
 

四

九

九
.
,.
'

H四
九 

.
利

織

を

繼

續

す

れ

ば

、
，
ラ

イ

ヒ

ス

i
バ
ン
ク
の
金
臌
中
に
は

.

1

錢
の
金
並
に
鷺
替
準
備
金
W
な
く
な
る
.で
あ
ら
ぅ
。
故
に
一
九
三
三 

年
六
月
に
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
«:
バ
シ
ク
.總
裁
，：

シ
ャ 

<ト
は
、
次

0
や
ラ
‘に
1
|明
.し
た
の
で
が
る
0
;利
撒
は
原
則
ど
レ
セ
實
行
す
る
こ
と
、 

し
か
も
、
ラ
イ
ビ
ス
•
パ
.ン
ク
の
金
並
に
像
替
準
備
金
及
び
輸
出
狀
態
が
不
利
な
る
場
合
、
全
利
拂
が
不
可
能
.な
場
合
に
は
、
最
高
半 

額
の
利
怫
を
な
し
、
爾
餘
は
特
別
金
庫
に
ょ
つ
て
、
傲
響
の
處
分
に
任
ず
こ
と
.で
あ

を

。
へ
か
く
の
如
く
利
—

の

制

限

も

ド

イ

ツ

の

支

ナ
チ
ス
の
擡
頭
及
び
そ

ガ

政

镀

の

妊

#

_

^

^

^

礎

 

七

兰

.ハ
六
八
三

〕



ナ
チ
ス
の
擡
頭
及
び
そ
の
經
_
政
策
の
；

g

會
經
赚
敗
寒
St
:
-
. 

i
 

拂
勘
定
の
I

を
改
善
し
な
か
っ
た
の
で
.

I

'ラ
イ
ヒ
：ス
•
讀

ク

の
：金
^
 ̂

i

l
一
一
一
年
六
月
に
三

S

千
九
I

マ
.ル
タ
で
あ
クW

準

觀

は

^

〇

さ

利

？ I

九
三
罩
の
前
半
期

.
^
:1ー
一

〇

定

引

下

げ

綴

明

を

|

:ォ
|

得

な

か

っ

令.

5 

多
少
增
加
せ
し
め
る
効
果
を
持
っ
.た
が
、
：一

九

一

岳

年

初

め

の

人

超

の

た
：め
に
漸
次
減
少
す
.る
に
：至
っ
た
。
，

"

一
九
コ
一
办
年一

月
三
十】
日 

HlA
IIt

百
萬
マ

ル

ク

ぃ

.

.

.

二
月
二
十
八
日 

ン「

一
ー
闶
3

〃

三
月
三
十
一
日 

ニ

四

五

:'
"
ニ

.

H

月

十

五

日

.

. 

T

六
六 

丄

ハ

月

十

五

日

： 

.

5

0
 

, 

^

か
く
て
三
〇
％
の
利
拂
を
八
週
間
續
け
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
ス

V

i
は
ー
文
缓
備
金
を
持
た
ざ
る
に
蛋
る
で

|

ぅ

0
.故
に
六
月 

华
頃
ラ
イ
ヒ
ス
•
バ
ン
ク
は
七
月
一
日
が
ら
十
ニ
星
十
一
日
ま
で
の
蹇

拂

を

停

土
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
命
令
は
、
對 

外
的
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
、
一
幾
多
の
困
難
が
存
す
I

で
あ
る
r
ド
イ
ツ
は
、
マ
ゾ
：
；

ス
ト
的
政
權
下
に
あ

っ

て

も

、

世 

S

本
主
義
§

外
に
立
っ
こ
と
は
出
來
ぬ
テ
ド
イ
ツ
は
原
料
ヒ
要
す
る
。
纖
維

0:
,業
の
だ
め
の
原
料

.重
エ
業
の
原
料

.戰
|

備
の

た
め
の
原
料
を
必

f

す
,

而
し
て
、
原
料
供
給
國
は
、

F
イ
ツ
6

|
る
資
木

8

國

老

な

い

。
.從
っ

.て
，
資
本
供
給
國
に
對 

す
る
利
狒
の
.み
を
實
行
せ
ず
し
て
、
源
科
を

#<
入

ヤ

名

で

と

气

他

掘

の

:1
|

:お》

て
'
原
斯

5:
'
-
«入
を

に

.等
じ
い
，^

で
あ
.っ
'

d

f

f

l

r

r

l 

- 

へ
f
 

户 

n

,
 

h

h

^

H

^

i

;
!
:
フ

 

J

T

S

^
f-
w

/--
f

H
u

m
r

r
r

i

 
卜

-
!
-1&-
i-
y

*-
:-
-Ji
h

T

^

て

資

本

认

給

國

の

決

し

て

許

容

し

な

い

と

こ

ろ

で

あ

る

。

而

し

て

、
，こ
れ
は
、

ド

イ

ツ

の

軍

備

を

•

資

本
供
給
國
の
费
用
に
.

お5

て
.、 

爲

さ

ん

と

す

る

も

の

で

あ

つ

て

、
他

國

の

決

し

て

等

閑

に

附

し

得

な

い

と

こ

ろ

で

あ

る

0 

.

か
く
の
如
く
、
ナ
チ
ス
政
權
下
の
ド
イ
ツ
は
、
內
外
の
，矛
盾
を
持
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
こ
の
內
外
の
矛
盾
は
と
も
に
、
尖
说
，匕
す

る
傾
向
が
あ
る
。
內
的
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
從
來
利
益
を
與
へ
て
來
た
資
本
家
曆
の
一
部
を
犠
牲
に
供
す
る

か

、

イ
ン
フ
ラ

チ
オ
ン
を
實
行
す
る
か
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ナ
チ
ス
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
何
れ
を
も
®
行
す
る
こ
と
を
得
な
い
立
場
に
あ
る
。

こ
れ
と
同
時

K
、
露

露

級

及

び

中

間

階

級Q

繼

S

花

は

、
内
的
矛

盾
1

大
す

f
 

Q2

?

、
蹵

、
こ
れ
に
對
す
る

不
平
は
國
內
到
る
き
ろ
に
發
营
れ
た
。
殊
に
、

一

九
一
面
年
六
月
？

日Q

レ
i

以
下
益
殺
は
、
ミ

会

お

け

S ?

不
平
分
子

の
掃
:#
*
で
あ
り
、
第
ニ
革
命
へ
の
企
圖
の
腿
殺
で
は
あ
る
が
、
こ
の
錢
殺
事
件
は
と
り
も
直
さ
ず
♦
ナ
チ
ス
政
權
.の
大
衆
的
基
礎r

部 

分
的
喪
失
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
國
內
的
矛
盾
の
强
化
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
政
權
下
に
お
け
る
必
然
的
現
象
で
あ
る
.が
..、
.
フ
7
ッ
シ
ス
ト
政
權
は

、

こ

の 

社
會
的
對
龙
に
對
す
る
注
意
の
轉
換
を
對
外
政
策
の
轉
換
に
ょ
つ
て
行
ふ
場
合
が
多
々
あ
る
。
洱
軍
備
宣
言
の
：如
.き
は
、
事
實
上
の
軍 

備
の
確
認
要
求
で
あ
る
と
と
も
に
、
對
外
政
策
に
對
す
る
國
民
の
注
意
の
轉
換
で
あ
る
。
か
く
の
如

き

心*®
.的

要

因

は

、ド
イ
ツ
及

び
 

ド
イ
ツ
を
環
る
諸
國
.に

お

け

.る

物

質

的

邀

礎

と
と
；も
に
、
戰
铆
へ
の
道
を
急
速
に
築
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

.ナ

チ

ス

»
..ド

イ

ツ

は

戰

爭 

へ
の
道
で
あ
る
と
は
、
：か
\
る
點
が
ら
：容
易
に
論
斷
す
る
，̂
と
.が
出
來
る
-0
.:
.
'.:
:
.
:
:
へ
、 

'

附

記

フ

,y
ッ
ツ
、，
ン
，ユ
テ
ル
.ン
ベ
ヘ
ル
ヒ
の
著
書
に
は

〜

尙

ほ

世

界

經

濟

及

び

世

裸

政

治

の

呢

.歡

と

> 
ブ
ロ
：
レ

タ

リ

ア

ー

わ

の

.村
組
1

呤
問
題 

ナ
チ
ス
.の
德
頭
及
が
そ
のI

濟
政
：策
'の
瓶
會
鸫
歡
的
基
礎
：

. 
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ナ
•チK

の
#
！1
及
'び

そ

慕

濟

政

飨
_

會

_

璐

的

嚴

礎

 

S
、

(

六
と
、
ノ 

を
論
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
あ
|

に
長
編
と
な
る
'こ

と

を

恐

れ

：
て
，

割

愛

し

，
た

0
し
か
し
、
，こ
れ
ま
で
緒
介
し
た
部
分
に

お
い
て
も
、
吾 

々
は
、
レ
ュ
テ
.•ル

ン
ベ
ル
ヒ
_

述
の
：最

為

徵

的

な

も

の
.を
見
：る
こ
：と
：が
出
來
る
の
で
あ
る
。
念
の
た
め

.に
書
い
て
置
く
が
、
こ
の
豪
に 

は
^
者
の
意
見
は
少
し
も
混
合
さ
れ
て
ゐ
な
い

-:
°

,

.
：

.
：

，
. 

V 

■ 

'

-

.!
■
、
，
，
' 
.
 
....
 
.
 

....
 

- 

■.'■
,
■
■.
,
'
 

.

.
■
' 

.

. 

.

.

.

.

.

、

'
く

，
：
- 

1

九

髮

•四
i

六
稿
了

.

リ

ヵ

ー

ド

ォ

直

後

に

於

け

る

其

の

分

配

理

論

に
對
ず
.
る
英
國
經
濟
學
者0
修
芷
意
見：

：

へ
.
:

. 
■
.
:■:
'
1

:

,

:

:

.
高

橋

―

こ

郧

■ 

- 

■

.
 

- 

■
.
 

: 

. 

- 

■ 

- 
-

< 

-■
■
■
•
"
:
•

 

- 

■ 

- 

- 

- 

- 

- 

. 

! 

.ノ 

. 

...

;
デ
ヴ
ィ
ッ

.ド

•
リ
カ
ー
ド
’オ
の『

經
濟

.原
論』

が
出
版
'せ
ら
れ
，たI.

千
八
百
十
七
年
.か
ら
、；ジ
ョ
ン

•
ス
チ
チ
ア

1
>
*ミ
ル
の『

經
濟 

原

論

が

現

れ

たV:

千
八
百

W
十
八

®
に
至
る
英
國
經
濟
學
史
:h
の
.三
十
年
問
は
、
大
體
疋
於
い
”て
、
，
：，新

原

理

の

=發
見
ょ
ヵ
も
、
寧
ろ 

先
人
の
所
說
を
祖
述
す
る
を
以
つ
，て
其
の
任
.務
と
爲
せ
る
第
一
一
流
の
經
濟
學
宥
K
ょ
つ
て
ri
?
領
せ
ら
れ
た
峙
代
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。 

(

昭
和
四
年
版
拙
著『

經
濟
學
史』

一

ニ
三
冥
參
照)

。
洵
に
此
の
期
間
を
通
じ
て
、
リ

カ

ー
ド
オ
の
理
論
は
長
く
經
濟
思
想
界
に
君
臨
し 

て
居
つ
た

:0
而
も
、
吾
人
は
此
の
時
代
に
於
い
て
、
.彼
れ
の
學
說
の
.或
る
も
の
が
、I

方
に
於
い
て
：は
、
此
の
國
の
非
資
本
主
義
者
並 

び
に
社
會
主
義
者
に
對
し
て
眞
：に
；府
效
な
る
.ィ
ン
ス
ピ
レ
ー
.シ
>
シ
>
|與
ふ
る
と
共
に
、
他

^

#於
^
て
は
ノ
是
れ
等
の
の
、
修

玉
を 

主
張
す
る
專
r*
3
經
濟
學
者
を
出
し
つ
.、
あ
つ
た
'こ
：と
を
記
憶
し
な
け
れ
仗
な
ら
ぬ
：o
.晋
-
<は
骤
き
に
リ
力
.
1ド
.オ

學

徒

の

價

値

學

說

に 

1?
力
ー
ド
ォ
逋
後
に
於
け
る
其
め
分
瑯
理
論
に
對
す
る
英
榍
漉
濟
學
者
の
修
芷
意
溫 
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